
中
世
都
市
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ノ、

ン
ブ
タ
ン
(
一

0
・
完
〉

|
|
第
十
三
世
紀
初
葉
以
前
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
内
域
都
市
と
沿
海
都
市
|
|

田

中

正

義

)¥ 

以
上
、
わ
れ
わ
れ
は
、
本
節
迄
に
お
い
て
、
当
面
、
ィ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
内
域
都
市
、
沿
海
都
市
を
そ
れ
ぞ
れ
代
表
す
る
所
の
二
つ
の
都

市
ー
ー
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
な
ら
び
に
サ
ウ
ス
ハ
ン
ブ
タ
ン
を
対
象
と
し
て
、
汎
く
一
般
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
中
世
都
市
の
発
展
過
程

を
、
ほ
ぼ
第
十
一
一
、
十
三
世
紀
の
交
に
至
る
ま
で
追
跡
し
た
。
今
や
此
処
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
は
、
是
れ
ま
で
に
さ
さ
や
か
な
が
ら
わ
れ

わ
れ
の
達
成
し
得
た
所
の
も
の
を
、

一
先
ず
綜
括
u

要
約
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

わ
れ
わ
れ
の
考
察
を
通
じ
て
瞭
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
の
第
一
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
世
都
市
の
歴
史
的
発
展
過
程
の
端
緒
は
之
を
一

O

六
六
年
の
「
ノ
ル
マ
ン
征
服
」
以
前
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
云
う
こ
と
、
そ
の
際
夫
れ
は
か
の
ア
ン
グ
ロ
ウ
l

サ
ク
ソ
ン
の
こ
の

島
へ
の
「
移
住

L
I
-
-
い

わ

ゆ

る

守

宮

S
R
支
配
の
時
代
す
な
わ
ち

(
町
四
)

∞
ユ
宮
山
口
、
の
時
代
に
ま
で
は
ま
た
決
し
て
湖
り
得
な
い
と
云
う
こ
と
(
本
誌
、
第
三
十
四
巻
第
三
号
二

l
二
、
一
五
頁
参
一
照
)
、
|
|
畢
寛
、
比

》
入
山
号
室
円
史
的
向
R
H
N
S尽
き
《

に
先
立
つ
・
ロ

i
マ
の

a
H
N
O
B
山
口

中
世
都
市
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ハ
ン
ブ
タ
ン
(
一

0
・
完
)

七



立
教
経
済
学
研
究
第
三
九
巻
四
号
(
一
九
八
六
年
〉

七

の
「
移
住
」
よ
り
「
征
服
」
に
至
る
ま
で
の
約
六
世
紀
聞
の
い
わ
ゆ
る

世
紀
半
の
後
期
こ
そ
が
、
い
ま
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
世
都
市
の
抑
と
発
生
を
見
た
る
と
こ
ろ
の
歴
史
的
時
期
を
劃
し
て
居
る
と
云
う
こ
と
、

メ
ロ
四
-
0
・E
M
O
P
関
口
私
自
白
・
期
に
就
い
て
其
の
最
後
の
ほ
ぼ
一

是
れ
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

ロ
イ
ン
も
そ
の
最
近
の
著
作
に
於
て
指
摘
し
て
居
る
如
く
、
今
日
諸
家
の
聞
に
ア
ン
グ
ロ
ウ
t
サ
ク
ソ

ン
時
代
の
後
期
に
お
け
る
ボ
ロ
ウ
の
有
す
る
所
の
歴
史
的
意
義
を
動
も
す
れ
ば
低
く
評
債
せ
ん
と
す
る
傾
向
が
依
然
と
し
て
認
め
ら
れ
る

(

掛

)

が
故
に
、
此
処
で
特
に
強
調
し
て
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。

い
っ
た
い
、
わ
れ
わ
れ
の
理
解
す
る
所
に
従
え
ば
、
木
来
的
に
世
襲
封
地
パ
¥
同
誌
を
さ
一

F
o
v
s
u
管
内
)
の
授
受
に
依
っ
て
媒
介
せ
ら
れ

る
所
の
主
従
関
係

(JES--EUHhJ1gsumo)
の
階
等
的
秩
序
(
回
目
。
E
呂
町
目
。
)
の
体
系
と
し
て
の
い
わ
ゆ
る
「
封
建
制
度
」
『
知
行
封

建
制

b
p
o
F
g回当
2
8
)
|
i
此
の
中
世
社
会
の
「
上
部
構
造
」

(
O
Z岳
山
口
)
を
規
定
す
る
狭
義
の
封
建
制
度
に
は
非
ざ
る
、

一
般
に

社
会
の
「
下
部
構
造
」
(
口

E
R
g
S
た
る
経
済
的
構
造
i
i
そ
こ
で
は
当
代
の
主
要
な
生
産
保
件
を
な
す
「
土
地
」
が
他
の
何
物
に
も

勝
っ
て
富
の
原
基
形
態

Q
U
B
S
Sえ
R
B
)
を
形
づ
く
る
ー
ー
ま
で
を
含
め
て
の
、
全
体
と
し
て
の
中
世
社
会
を
意
味
す
る
所
の
「
封

建
社
会
」
ハ
印
2
5
b
片
品
。
白
色
白
)
、

は
、
い
ま
、
ィ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
既
に
「
征
服
」
以
前
|
|
ア
ン
グ
ロ
ウ
i

サ
ク
ソ
ン
時
代
の
後
期
に

(

仰

)

於
て
其
の
成
立
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
斯
か
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
封
建
社
会
の
基
礎
構
造
の
肯
定
的
側
面
を
表
わ
す
と
こ

ろ
の
荘
園
と
並
ん
で
い
ま
そ
の
否
定
的
側
面
を
表
わ
す
中
世
都
市
は
抑
と
「
征
服
」
を
中
に
挟
ん
で
ア
ン
グ
ロ
ウ
l

サ
ク
ソ
ン
時
代
か
ら

ア
ン
グ
ロ
ウ
l

ノ
ル
マ
ン
時
代
へ
「
連
続
」
的
発
展
を
遂
げ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
か
の
〔
「
征
服
」
以
前
に
お
け
る
〕

ア
ン
グ
ロ
ウ
I

サ
ク
ソ
ン
農
民
、
〔
「
征
服
」
以
後
に
お
け
る
〕
ノ
ル
マ
ン
領
主
・
ア
ン
グ
ロ
ウ
l

サ
グ
ソ
ン
地
方
民
・
ア
ン
グ
ロ
ウ
1

ノ

ル
マ
ン
都
市
居
住
者
、
と
去
、
っ
、
と
も
す
れ
ば
初
期
中
世
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
社
会
に
就
い
て
抱
か
れ
勝
ち
な
イ
マ
i
ジ
ュ

i
既
成
観
念

は
、
此
の
際
厳
に
錦
揖
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



僑
て
、
右
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
世
都
市
の
ア
ン
グ
ロ
ウ
l

サ
ク
ソ
ン
時
代
後
期
発
生
説
を
提
唱
せ
ん
と
す
る
に
当
っ
て
、
最
に
、

わ
オ1

わ
れ
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
先
ず
ア
ル
フ
レ
ド
大
王
の
治
世
年
間
の
第
九
世
紀
末
葉
以
降
エ
ド
ガ
ァ
王
の
治
世
年
間
の
第
十
世
紀
末
葉

に
亙
る
ま
で
の
此
の
国
の
デ
イ
ン
人
侵
入
期
に
於
け
る
広
汎
な
る
商
品
流
通
(
巧

R
g江
島
己
注
目
o
p
γ
貨
幣
流
通
(
の
o
E
N
{持
己
目
注
目
。
ろ

の
展
開
を
、
当
代
の
諸
王
の
成
文
法
典
へ
の
其
の
反
映
1

1其
処
に
現
わ
れ
た
る
通
貨
ま
た
そ
の
打
造

(
H
造
幣
)
に
関
す
る
諸
規
定
の

分
析
を
通
じ
て
論
謹
す
る
こ
と
か
ら
始
め
〈
本
誌
、
第
三
十
四
巻
第
四
号
八
七
i
九
一
一
員
)
、
次
い
で
そ
の
後
を
承
け
て
、
暫
く
第
十
一
世
紀
初

葉
こ
の
国
を
支
配
せ
る
デ
イ
ン
王
カ
ニ
ュ

1
ト
の
法
典
(
彼
以
前
の
ア
ン
グ
ロ
ウ
l

サ
グ
ソ
ン
諸
王
の
制
定
法
の
遺
産
を
全
面
的
に
継
承

す
る
形
で
発
布
せ
ら
れ
た
る
所
の
)
に
お
け
る
同
様
通
貨
ま
た
造
幣
に
関
す
る
諸
規
定
を
吟
味
す
る
こ
と
に
依
っ
て
、
い
ま
商
品
"
貨
幣

流
通
の
そ
の
後
に
お
け
る
進
展
を
跡
づ
け
る
所
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
(
本
誌
、
第
三
十
五
巻
第
二
号
一
七
六
l
七
頁
)
、
わ
れ
わ
れ
は
今
や
此

処
で
、
ア
ン
グ
ロ
ウ
l

サ
グ
ソ
ン
時
代
の
後
期
こ
の
国
の
社
会
に
於
て
右
の
商
品
川
貨
幣
流
通
は
抑
と
如
何
な
る
程
度
ま
で
、
如
何
な
る

範
屈
に
亘
り
、
如
何
な
る
規
模
を
以
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
か
、

l
l換
言
す
れ
ば
、
当
時
こ
の
国
の
社
会
を
全
機
構
的
に
窮
極
に
於
て

規
定
し
た
と
こ
ろ
の
経
済
的
諮
関
係

(
O
W
C
5
5
2
n
V
2
J
1
2
Eロ
巳
留
め
)
の
い
ま
支
配
的
な
る
形
態
は
、
抑
と
貨
幣
経
済
(
一
一
の
@
E
d
丘
三
s

田口
H
M

印
公
)
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
、
夫
れ
と
も
ま
た
自
然
経
済

(
Z白
E
B
-巧
町
g
n
F
回
向
。
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
、
と
一
式
う
問
題
を
、
更

め
て
追
究
し
て
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

比
の
点
に
関
し
て
は
、
従
来
の
諸
研
究
に
し
て
之
を
明
示
的
に
解
明
し
た
る
所
の
も
の
を
筆
者
は
未
だ
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
の
で
あ

る
が
、
此
の
点
が
い
ま
解
明
せ
ら
れ
ざ
る
限
り
、
先
き
の
ア
ン
グ
ロ
ウ
l

サ
ク
ソ
ン
時
代
後
期
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
社
会
に
於
て
ポ
ロ
ウ
の
有

し
た
る
所
の
歴
史
的
意
義
の
如
き
も
猶
之
を
客
観
的
に
明
ら
か
な
ら
し
め
た
と
は
言
い
難
い
で
あ
ろ
う
。
而
し
て
、
此
の
重
い
問
題
解
決

へ
の
さ
し
あ
た
り
一
つ
の
突
破
口
を
な
す
と
こ
ろ
の
も
の
、
|
|
夫
れ
は
、
か
の
「
征
服
」
直
後
の
一

O
八
六
年
に
成
れ
る
と
こ
ろ
の

中
世
都
市
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ハ
ン
ブ
タ
ン
ハ
一

0
・
完
)

七



立
教
経
済
学
研
究
第
三
九
巻
四
号
(
一
九
八
六
年
〉

七
四

「
ド
ゥ
ウ
ム
ズ
デ
イ
l

ブ
ク
」
、
是
れ
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
そ
の
う
ち
に
、
「
ド
ゥ
ウ
ム
ズ
デ
イ
調
査
」

(
P
5
2昔日
1

印

R
4
0
5
の
時
点
!
|
一

O
八
五

t
六
ー
ー
ー
の
記
述
の
み
な

ら
ず
ア
ン
グ
ロ
ウ
!
サ
ク
ソ
ン
i

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
終
期
を
劃
す
る
と
こ
ろ
の
エ
ド
ワ
ァ
ド
横
悔
王
時
代
(
一

O
四
二
!
六
六
)
に
就
い
て

(
側
一
)

の
記
述
を
も
亦
含
む
、
此
の
帯
構
・
精
轍
且
つ
は
ぼ
全
国
的
な
る
公
記
録
に
拠
れ
ば
、

一
O
八
六
年
現
在
、
全
世
帯
数
二
八
三
、
二
四
二

の
う
ち
、
大
司
教
・
司
教
、
大
小
の
修
道
院
長
等
の
聖
界
貴
族

(
F
O
E
S
E
Z回
目
)
と
並
ん
で
王
よ
り
直
接
受
封
す
る
と
こ
ろ
の
俗
界

貴
族

p
o
a
吋

O
B宮
E
C
-
-以
上
の
一
般
に
い
わ
ゆ
る
「
直
接
受
封
者
L
(
叶

8
8
z
z
n呂
志
〉
、
ま
た
直
接
的
に
は
斯
か
る
聖
俗

の
直
接
受
封
者
よ
り
受
封
す
る
と
こ
ろ
の
・
彼
等
以
下
の
下
層
貴
族
|
|
い
わ
ゆ
る
「
間
接
受
封
者
」
〈
民

2
5
↓8
8門
品
、
こ
れ
ら

の
概
し
て
ノ
ル
マ
ン
系
の
封
建
領
主

q
g
E
-
E
E
6
は、

い
ま
前
者
「
直
接
受
封
者
」
が
て
四

O
O弱
、
後
者
「
間
接
受
封
者
」

が
七
、
八
七
一
、
併
せ
て
九
、
ニ
七
一
弱
を
算
し
た
る
と
き
、
此
れ
ら
一
般
に
ノ
ル
マ
ン
系
の
封
建
領
主
の
所
有
U
支
配
に
係
わ
る
と
こ
ろ

の
マ
ナ
さ
室
内
三
む
き
|
荘
園
に
お
い
て
直
接
土
地
の
耕
作
に
従
事
せ
る
、
主
と
し
て
ア
ン
グ
ロ
ウ
i

サ
ク
ソ
ン
系
の
土
着
民
た
る
一
般
に

土
地
保
有
農
民
は
、
そ
の
基
幹
部
分
を
な
す
ヴ
ィ
レ
ン
せ
札
口
§
叫
が
一

O
八
、
四

O
七
、
之
が
補
充
的
存
在
た
る
・
ヴ
ィ
レ
ン
よ
り
も
そ
の

保
有
地
積
の
小
な
る
、
ボ

i
ダ
7
F
6
3を
ミ
ご

コ
ッ
タ
ァ

8HQ司
、
丘
公
g
a
F
q
q
h同
町

N
w
g
X
3
)

ら
の
総
じ
て
小
屋
住
農
が
、
い
ま
前
者

の
ボ

i
ダ
ァ
が
八
二
二
一
九
、
後
者
の
コ
ッ
タ
ァ
が
六
、
八
一
九
を
そ
れ
ぞ
れ
算
え
た
の
で
あ
っ
て
、
之
に
対
し
て
当
時
ボ
ロ
ウ
に
居
住

(
仰
)

し
た
る
所
の
都
市
民
吉
唱
、

hsha
は
僅
か
に
七
、
九
六
八
を
算
え
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
上
記
の
農
村
に
居
住
し
た

る
所
の
一
般
に
ア
ン
グ
ロ
ウ
サ
ク
ソ
ン
系
の
土
地
保
有
農
民
の
・
ま
さ
に
当
代
の
富
の
原
基
形
態
を
な
す
と
こ
ろ
の
「
土
地
」
の
保
有

l
lす
な
わ
ち
、
所
有
国
間

g
E
B
h
。d
3
2岳
山
む
に
対
す
る
占
有
閑
冊
目

E
U
F
O
-
E晃
E
|
|
を
許
さ
れ
た
る
代
償
と
し
て
・
各
自
土
地

所
有
者
た
る
封
建
領
主
に
対
し
て
帯
び
た
る
所
の
義
務
の
基
本
的
な
る
も
の

l
l第
一
義
的
な
る
も
の
、
夫
れ
が
、
決
し
て
貨
幣
形
態
に



お
け
る
種
々
な
る
貰
納
(
可

g
E
g
h
K
5ぬ
与

3
)
す
な
わ
ち
貨
幣
地
代
(
の

o
E
5
E
O
)
給
付
の
義
務
に
は
非
ず
し
て
、
ま
さ
し
く
、
現

物
形
態
に
お
け
る
諸
と
の
貢
納
す
な
わ
ち
生
産
物
地
代

9
2含
E
8
5
D
Z
)
給
付
の
義
務
、
延
い
て
は
不
排
労
働
守
口
ず
自
由
巴

Z

KF号
包
門
ゆ
る
と
し
て
の
農
耕
労
働
た
る
各
種
の
賦
役
。
与

E
吋
由
民

i
g
f
F
O
E
-
g丘
与
す
な
わ
ち
労
働
地
代
(
〉
号
。

-ZH85)
給

付
の
義
務
、
|
ー
斯
く
の
如
き
も
の
に
他
な
ら
な
か
っ
た
、

と
云
う
こ
と
は
、

い
ま
、
「
征
服
」
前
夜
の
一
史
料
|
|
第
十
一
世
紀
初
葉
成

立
と
推
定
さ
る
る
》
河
町
内
之
宮
円
札
ぎ
な
民
3
h
E
N
Q
さ
さ
N
U
町三
g

h

H

可むさ《

に
現
わ
れ
る
|
|
l

「
ブ
ク
」
に
お
け
る
ヴ
ィ
レ
ン
・
小
屋
住
農
の
そ

れ
ぞ
れ
先
駆
的
存
在
に
比
定
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
、
イ
ェ
プ

l
ル

h
S
ピコ

(
剛
一
)

わ
れ
わ
れ
の
分
析
に
依
っ
て
、
瞭
ら
か
な
る
所
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
わ
れ
わ
れ
は
、
是
れ
に
依
っ
て
、
「
征
服
」
に
至
る
後
期
ア
ン
グ
ロ

コ
ト
セ
ト
ラ

日
町
己
目
一

t
伺
同
H
N
h
H

の
権
利

(
H義
務
)
に
就
い
て
の

ウ

l
サ
グ
ソ
ン

l
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
初
期
封
建
社
会
に
お
け
る
支
配
"
隷
属
関
係
(
同
2
3岳
民
Z
l
E仏
同

snF広
島
田
口
白

4
0
5径
百
円
回
目
。
)

の
抑
と
中
枢
を
形
づ
く
る
農
村
に
於
け
る
領
主
目
農
民
関
係
は
、
基
本
的
に
は
自
然
経
済
の
基
礎
の
上
に
成
り
立
っ
て
居
た
こ
と
を
知
り

得
る
と
同
時
に
、
斯
か
る
自
然
経
済
の
基
礎
の
上
に
自
給
自
足
す
る
と
こ
ろ
の
基
本
的
に
い
わ
ゆ
る
「
拡
大
自
己
経
済
」

(
R喝。
E
5
0

関門間

ODd司日吋門田口げ民同)
の
単
位
た
る
農
村
を
窮
極
の
基
盤
と
し
て
塗
立
せ
る
と
こ
ろ
の
当
時
の
後
期
ア
ン
グ
ロ
ウ
l

サ
ク
ソ
ン
l

イ
ン
グ

ラ
ン
ド
の
初
期
封
建
社
会
は
、
紛
れ
も
な
く
全
体
と
し
て
は
い
ま
自
然
経
済
が
優
位
に
立
っ
と
こ
ろ
の
社
会
で
あ
っ
た
、
と
考
え
ざ
る
を

得
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
当
時
の
後
期
ア
ン
グ
ロ
ウ
i

サ
ク
ソ
ン
l

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
、
農
村
人
口
の
総
人
口
に
対
し
て
占
め
る
と
こ
ろ

の
圧
倒
的
に
大
い
な
る
比
重
か
ら
も
、
凡
そ
之
を
窺
う
こ
と
が
出
来
る
。

い
ま
、
当
時
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
総
人
口
を
推
測
す
る
手
懸
り
と
し
て
又
し
て
も
「
ド
ゥ
ウ
ム
ズ
デ
イ
l
ブ
ク
」
を
採
り
上
げ
る
な
ら
ば
、

「
そ
こ
に
登
録
さ
れ
て
居
る
人
々
」

(
5
8
E
E
B
g
J
の
数
は
、
は
じ
め
一
八
一
六
年
か
の
エ
リ
ス
同

g
弓
田
口
凶
は
刻
苦
精
励
の

中
世
都
市
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ハ
ン
ブ
タ
ン
(
一

0
・
完
)

七
五



立
教
経
済
学
研
究
第
三
九
巻
凶
号
ハ
一
九
八
六
年
〉

七
ノ、

末
之
を
前
掲
の
如
く
二
八
一
二
、
ニ
四
ご
と
集
計
し
た
の
で
あ
る
が
、
次
い
で
一
八
九
七
年
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
句
・

4
q
・
呂
田
F

己
田
口
仏
は
之
を
二

(

捌

)

七
五
、

0
0
0と
算
え
、
最
近
で
は
メ

I
ル
テ
ン
ス

ω・同
-
E
o
v
ユ
g∞
女
史
は
一
九
七
三
年
イ
ェ
イ
ル
大
学
へ
提
出
せ
る
そ
の
学
位
請
求

(

問

)

論
文
に
於
て
ダ

i
ど
同
・
。
-
u
m
w
H
ぴ
吋
編
『
ド
ゥ
ウ
ム
ズ
デ
イ
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
誌
』
第
一
巻
よ
り
第
五
巻
ま
で
を
具
さ
に
検
討
し
た

(

問

)

る
結
果
と
し
て
ニ
九
一
、
六
五

O
な
る
数
値
を
「
ブ
ク
」
の
登
録
者
数
と
し
て
掲
げ
、
ま
た
上
記
叢
書
の
第
六
巻
と
し
て
一
九
七
七
年
『
ド

(

刷

)

ウ
ウ
ム
ズ
デ
イ
ー
イ
ン
グ
ラ
ツ
ド
』
を
発
表
せ
る
ダ

i
ビ
自
身
は
此
の
数
値
を
以
て
一
一
七
六
、
八
六
四
と
な
し
た
。
斯
く
て
わ
れ
わ
れ
は
い

ま
帰
趨
す
べ
き
所
を
知
ら
ざ
る
状
況
に
在
る
が
、
問
題
は
、
斯
か
る
数
値
は
元
来
「
一
世
帯
の
長
」

Q
Z
E乱
。
内
回
目
5
5
o
v
o
-
e
の
数
を

こ
そ
表
わ
し
て
居
り
、
従
っ
て
総
人
口
数
を
算
出
す
る
た
め
に
上
記
の
執
れ
か
の
数
値
に
抑
と
如
何
な
る
乗
数

(
B
C
E
H
L
Uる
が
掛
け
ら

れ
る
べ
き
で
あ
る
か
、
と
云
う
点
に
存
す
る
の
で
あ
る
。
此
の
点
は
、
ド
ゥ
ウ
ム
ズ
デ
イ
l

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
一
般
に
家
族
規
模
は
如
何

と
一
古
う
凡
そ
困
難
な
る
問
題
に
係
わ
っ
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
は
夙
に
「
議
論
の
進
行
上
L
(
4
0吋

H
F
o
g
w
o
o片
足
宮
a

B
gぺ
〉
此
の
場
合
の
乗
数
を
以
て
五
と
な
し
、
そ
こ
に
総
人
口
一
、
三
七
五
、

0
0
0な
る
数
値
を
導
出
し
た
。
此
の
乗
数
五
な
る
数
字
は

そ
の
後
一
般
に
研
究
者
た
ち
に
依
っ
て
受
け
容
れ
ら
れ
、
例
え
ば
一
九
六
二
年
ロ
イ
ン
出

-
H
p
v
a
p
は
前
記
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
の
一

O
八

六
年
現
在
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
推
定
人
口
数
一
、
三
七
五
、

0
0
0を
以
て
、
若
し
か
す
る
と
夫
れ
は
ぜ

Egg---号
、
の
最
低
限
度
を
表

わ
し
て
居
る
か
も
知
れ
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
今
日
な
お
「
一
つ
の
穏
当
な
る
推
量
」
守

E
g
o
s
z
o
m
g回
目
)
た
る
こ
と
を
認
め
て
居

(
悶
〉

り
、
前
記
メ

I
ル
テ
ン
ス
女
史
も
ま
た
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
の
措
定
に
係
わ
る
乗
数
五
を
以
て
彼
女
の
集
計
せ
る
つ
フ
ク
」
の
登
録
者
数
よ
り

総
人
口
を
算
出
す
る
擦
の
推
算
の
基
礎
と
な
し
、
当
時
の
総
人
口
を
彼
女
な
り
に
(
奴
隷
を
も
世
帯
を
有
つ
も
の
と
見
て
)

(

揃

)

二
五

O
と
推
定
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
併
し
、
是
れ
よ
り
先
き
、

一
、
四
五
八
、

一
九
四
入
年
そ
の
著
『
中
世
英
国

の
人
口
』
に
於
て
、
後
世
第
十
四
世
紀
三
三
七
七
)
の
人
頭
税
報
告
書

(3--
叶

mHMHgg吉
田
)
の
詮
拠
を
援
用
し
つ
つ
、
乗
数
は
断

ラ
ッ
セ
ル

し
「
・
。
・
河
原
山
田
色
は
、



然
一
一
一
・
五
以
下
で
あ
る
べ
き
こ
と
を
日
ぃ
、

ハ
即
)

張
し
た
。
併
し
乍
ら
、
此
の
ラ
ッ
セ
ル
説
に
お
け
る
乗
数
コ
了
五
は
、
今
ヨ
で
は
多
く
の
歴
史
家
た
ち
、
|
|
例
え
ば
、
テ
ィ
ト
ウ

ハ
ッ
チ
ャ
ト
「
O
F
P

出
m

広
島
号
、
り
に
依
っ
て
、
余
り
に
も
小
さ
過
ぎ
る
と
考
え
ら
れ
て
居

一
Oλ
六
年
現
在
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
人
口
を
以
て
凡
そ
一
、
一

O
O、
0
0
0
な
り
と
主
...... . 

N
-
寸日
H
0
4
4
・

ま
た
ミ
ラ
ア
何
仏
当
異
色
冨
巴
o
p

り
、
結
局
の
と
こ
ろ
第
十
一
世
紀
イ
ン
グ
ラ
シ
ド
の
一
世
帯
は
そ
の
う
ち
に
四
・
五
人
な
い
し
は
五
人
を
含
ん
で
い
た
、
と
す
る
こ
と
に

(
醐
〉

落
着
い
て
居
る
の
で
あ
る
。

か
く
て
い
ま
、
観
に
「
プ
グ
」
の
登
録
者
数
と
し
て
は
前
述
の
ダ

i
ど
の
集
計
数
ニ
七
六
、
八
六
四
を
採
り
、
乗
数
を
四
・
五
と
す
れ

ti 

一
三
四
五
、
八
八
八
、

i
ー
ま
た
乗
数
を
五
と
す
れ
ば
、

一
、
一
一
一
八
四
、
三
二

O
、
が
、
夫
々
、

一
O
八
六
年
現
在
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

の
総
人
口
の
推
定
数
と
し
て
奥
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

是
れ
に
対
し
て
、
然
ら
ば
一
方
一

O
八
六
年
現
在
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
農
村
人
口
は
如
何
。
前
述
せ
る
如
く
今
日
エ
リ
ス
以
後
「
プ
ク
」

の
夫
れ
に
関
す
る
新
た
な
る
集
計
数
を
わ
れ
わ
れ
に
提
供
す
る
所
の
、
前
掲
の
『
ド
ゥ
ウ
ム
ズ
デ
イ
の
イ
ツ
グ
ラ
ン
ド
地
誌
』
第
一
巻
よ
り

第
五
巻
迄
の
各
巻
の
記
述
に
前
記
メ

l
ル
テ
ン
ス
女
史
と
は
独
立
に
依
拠
し
つ
つ
、

一
O
八
六
年
現
在
の
各
州
の
「
プ
ク
」

記
載
に
係
わ
る
、
『
地
誌
』
執
筆
者
た
ち
の
謂
う
所
の
「
農
村
人
口
」

(
2
5
J
o
E注目
o
p
)
i
l正
確
に
は
農
村
に
於
け
る
世
帯
数

l
i

但
し
、
筆
者
は
そ
の
う
ち
に
ヴ
ィ
レ
ン
・
ボ

i
ダ
ァ
・
コ
ッ
タ
ァ
ら
の
世
帯
数
以
外
に
猶
賦
役
義
務
を
負
わ
ざ
る
と
こ
ろ
の
自
由
土
地
保

有
農
民

(
Sミ
p
q
さ
な

3
的
色
町
宮

3H-QSpan-
〉
の
世
帝
数
を
も
之
を
含
め
、
そ
の
代
り
元
来
世
帯
を
構
成
せ
ざ
る
と
こ
ろ
の
奴
隷
宏
司
3
P

〈

醐

)

言
及
宮
崎
)
の
数
値
は
之
を
度
外
視
す
る
1
1
l
を
い
ま
累
計
す
る
な
ら
ば
、
二
三
一
五
、
四
六
五
世
帯
な
る
数
値
が
奥
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

わ
れ
わ
れ
が
、

是
れ
に
い
ま
乗
数
回
・
五
を
乗
鳴
す
る
と
き
は
、

一、

O
五
九
、
五
九
二
・
五
と
な
り
、
ー
ー
ま
た
い
ま
是
れ
に
乗
数
五
を
乗
ず
る
と
き
は
、

一
二
七
七
、
コ
三
玉
、
と
な
っ
て
、
執
れ
に
し
て
も
前
記
総
人
口
の
推
定
数
一
、
二
四
五
、
八
八
八
な
い
し
て
三
八
四
、
一
ニ
ニ

O
に
対
す
る

中
世
都
市
ウ
ィ
シ
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ハ
ン
プ
タ
ジ
〈
一

0
・完〉

七
七



立
教
経
済
学
研
究
第
三
九
巻
四
号
三
九
八
六
年
〉

七
八

と
之
ろ
の
夫
れ
の
比
率
は

0
・
八
五
強
と
な
り
、
当
時
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
農
村
人
口
は
総
人
口
の
ほ
ぼ
八
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
た
る
こ

と
が
、
今
や
明
瞭
に
な
る
の
で
あ
る
。
市
し
て
、
這
の
開
の
消
息
は
ま
た
「
征
服
L

前
夜
の
ア
ン
グ
ロ
ウ
l

サ
ク
ソ
ン
時
代
の
後
期
に
も

ひ
と
し
く
当
て
依
ま
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
単
味
に
於
て
後
期
ア
ン
グ
ロ
ウ
l

サ
ク
ソ
ン
l

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
飽
く
ま
で
も
農
業
国

で
あ
っ
て
、
そ
の
住
民
の
五
分
ノ
回
以
上
も
の
者
が
い
ま
何
ら
か
の
農
業
関
係
の
嘗
為
に
携
わ
っ
て
唐
た
、
斯
か
る
絞
期
ア
ン
グ
ロ
ウ
ー

サ
ク
ソ
ン
I

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
社
会
の
経
済
的
基
礎
が
一
般
に
自
然
経
済
に
存
し
た
る
こ
と
は
、
も
は
や
是
れ
以
上
績
説
す
る
ま
で
も
な
く

瞭
ら
か
な
る
所
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

(
町
蜘
)
猶
、
此
の
点
に
関
し
て
ほ
、
次
の
一
九
七
八
年
に
お
け
る

P
・
H
・
ソ
ウ
ヤ
ァ
の
報
告
に
注
目
せ
ら
れ
た
い
、

1
1「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る

都
市
の
多
〈
は
曲
目
て
ロ

l
マ
都
市
の
所
在
し
た
る
と
こ
ろ
に
位
置
し
て
居
る
が
、
ロ
ン
ド
ン
を
考
え
得
る
限
り
で
の
唯
一
の
例
外
と
し
て
、
夫
れ
ら

は
制
度
的
に
全
く
新
し
く
創
造
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
@
若
干
の
も
の
は
、
ロ
ー
マ
時
代
よ
り
引
続
い
て
同
じ
空
間
が
占
め
ら
れ
、
多
く
の
場
所
に

於
て
ロ

l
マ
の
建
造
物
の
遺
跡
、
ロ
ー
マ
の
市
壁
の
遺
跡
が
、
後
世
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
都
市
が
そ
の
内
部
に
発
達
し
た
と
こ
ろ
の
物
理
的
枠
組
を
提

供
し
た
、
が
、
併
し
乍
ら
、
ロ
ー
マ
都
市
の
都
市
と
し
て
の
有
機
的
組
織
は
、
凡
そ
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
都
市
的
発
展
の
た
め
の
制
度
的
枠
組
を
提
供

ナ
る
に
足
る
ほ
ど
然
く
永
く
は
生
き
長
ら
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
よ
の
戸
戸
出
・

ω
判
請
ヨ
メ

H
V
3
3
N
N
ミ
詰
白
詰
切
三
芯
設
な
弓
ミ
さ
白
司

h
B
h
E苫
弘

(FOES-
巴
お
)
・
日
u
-
N
N
0
・
而
し
て
、
そ
の
「
考
え
得
る
限
り
で
の
唯
一
の
例
外
」
を
な
す
ロ
ン
ド
ン
に
し
て
か
ら
が
、
「
た
と
え
ロ

i
マ
時
代
か
ら

切
れ
目
な
し
に
其
処
に
住
人
が
居
た
に
も
せ
よ
、
彼
等
は
、
此
の
大
都
会
の
無
断
居
住
者
〈

2
5丘
R
印
〉
で
あ
っ
た
、
と
云
う
の
は
、
考
古
学
者
た

ち
の
ス
ペ
イ
ド
は
今
日
ま
で
、
第
五
世
紀
以
降
〔
第
九
世
紀
末
葉
の
〕
ア
ル
フ
レ
ド
大
王
時
代
に
至
る
聞
の
真
の
定
住
(
吋
白
色

g
E
0
5
8
0
に
関

一
す
る
詮
拠
を
殆
ん
ど
全
く
掘
り
出
し
て
は
居
な
い
か
ら
己
「
ロ
ン
ド
シ
は
、
〔
第
五
世
紀
に
〕
ロ

I
マ
人
が
此
の
市
を
引
上
げ
て
か
ら
其
の
〔
ア
ル
フ

レ
ド
大
王
時
代
以
降
の
〕
都
市
的
再
生

Q
E
R
Eロ
吋
自
即
日
田
由
即
日
開
)
に
至
る
ま
で
の
あ
い
だ
一
つ
の
相
当
な
大
い
さ
の
場
所
守

8
5日仏印吋胆巴申

立
古
田
〉
で
は
あ
っ
た
、
然
し
夫
れ
は
決
し
て
人
の
定
住
し
た
或
は
人
口
の
多
い
一
個
の
都
市
公

8a色
気
回
u
D
H
U
Z
H
O
E
n
g
-〉
で
は
な
か
っ
た
。
」

「
ロ
ジ
ド
ン
は
、
〔
中
略
〕
そ
の
ロ

I
マ
〔
時
代
〕
の
過
去
を
記
憶
に
留
め
て
は
居
た
、
然
し
〔
ア
ル
フ
レ
ド
大
王
時
代
に
至
る
ま
で
の
〕
初
期
中
世

に
於
て
は
、
会
く
消
滅
す
る
之
と
は
な
か
っ
た
に
も
せ
よ
、
夫
れ
は
が
凹

E
含
訴
え
M
W
H
0
4
4
口
、
で
あ
っ
た
L

と
、
八

0
0
l
二
二
六
年
の
問
の
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に
相
当
数
の
農
作
業
従
事
者
を
包
容
し
て
居
て
、
彼
等
は
農
と
「
ド
ゥ
ウ
ム
ズ
デ
イ
l

プ
ク
」
に
お
い
て
は
宛
も
普
通
の
マ
ナ
の
農
民
|
|

ヴ
ィ
レ
ン
、
ボ
i
ダ
ァ
、

コ
ッ
タ
ァ
ま
た
は
其
の
他
こ
れ
ら
と
同
種
の
者
で
で
も
あ
る
か
の
よ
う
に
記
述
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
東

部
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
一
州
ケ
イ
ム
プ
リ
ヂ
シ
ャ
ロ
ω
B耳
目
色
問
。
岳
町
。
に
関
す
る
「
ブ
グ
」
の
記
述
は
、
い
ま
、
第
十
一
世
紀
初
葉
の
カ
ニ

ュ
l
ト
主
の
時
代
同
地
方
の
ノ

l
フ
ァ
ク

2
2向
。
日
州
の
ノ
リ
ッ
ヂ

Z
2
4
4
K
F
ま
た
セ
ト
フ
ォ
ド

J
E
Z
F
E
な
ど
と
並
ん
で
都
市

(
四
一
)

的
繁
栄
を
遂
げ
た
、
ケ
イ
ム
プ
リ
ヂ
の
ボ
ロ
ウ
(
句
史
、
h
s
s
b
C司
、
き
な
マ
町
内
)
か
ら
始
め
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
が
、

そ
の
場
合
、
此

の
ボ
ロ
ウ
は
瞭
ら
か
に
大
い
な
る
農
村
的
要
素
を
内
包
し
て
居
て
、
そ
の
都
市
民
た
ち

Q
S吋
霊
的
問
。
は
エ
ド
ワ
ァ
ド
横
悔
王
時
代
に
は

年
に
=
一
度
そ
の
奉
行
守
守
R
6
3
5
)
に
対
し
て
彼
等
の
懇
隊
(
円
号
芸
誌
帥
)
を
貸
奥
す
る
習
わ
し
が
あ
っ
た
。
然
る
に
、
「
ド
ゥ
ウ
ム
ズ
デ

イ
調
査
」
時
点
の
一

O
八
六
年
に
な
る
と
、
彼
等
は
門
そ
の
翠
隊
に
依
る
耕
作
労
務
提
供
の
奉
仕
的
義
務
を
横
悔
王
時
代
の
夫
れ
の
三
倍

に
相
当
す
る
〕
〔
年
に
〕
九
度
、
強
要
(
同
H
H
h
S
刊
誌
る
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
又
、

一
O
八
六
年
当
時
に
は
、
都
市
民
た
ち
は
、
奉
行

が
其
処
に
三
箇
所
の
粉
磯
場
(
さ
白
内
向
唱
え
な
ど
さ
)
を
建
設
し
た
が
た
め
に
削
り
取
ら
れ
て
居
た
と
こ
ろ
の
、
彼
ら
の
共
同
放
牧
場

(
8逮
喜
一
周

(

印

)

苫
師
同
署
ぬ
)
の
返
還
を
要
求
し
つ
つ
あ
っ
た
。
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま
こ
と
に
、

曽
て
サ
ル
ツ
マ
ン
も
言
え
る
如
く
、
「
あ
ら
ゆ
る
事
柄
は

(
印
〉

ケ
イ
ム
プ
リ
ヂ
が
い
ま
一
個
の
農
業
共
同
体
守
口
お
ユ
g
p
c吋
m
w
H
g
B
B
5
5
1〉
た
る
こ
と
を
示
し
て
居
る
」
の
で
あ
る
。
斯
か
る
事
情

は
、
ま
た
、
当
代
の
法
制
面
に
も
瞭
ら
か
に
そ
の
反
映
が
認
め
ら
れ
、
例
え
ば
、
既
に
わ
れ
わ
れ
の
第
四
節
が
之
を
明
ら
か
な
ら
し
め
た

よ
う
に
、
か
の
第
十
世
紀
前
半
の
エ
ゼ
ル
ス
タ
ン
王
第
二
法
典
第
十
二
章
は
、
都
市
(
、
自
立
〉
内
に
お
け
る
動
産
の
賓
質
に
際
し
て
必
要
と

さ
れ
る
所
の
謹
言
と
し
て
、
町
奉
行
(
官
立
崎
町
『
A
E
U
の
夫
れ
、
一
人
の
正
直
な
る
者
(
都
市
民
)
の
夫
れ
と
並
ん
で
、
そ
こ
に
、
フ
ォ
ウ
グ

(
問
一
)

ム
!
ト
(
》
守
喝
さ
q
H
)

に
依
っ
て
選
出
せ
ら
れ
た
唱
え
な
な
る
も
の
の
謹
言
を
挙
げ
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
場
合
の
イ
ェ
レ
ヴ
ァ

は
、
瞭
ら
か
に
町
奉
行
の
ご
と
き
王
の
イ
ェ
レ
ヴ
ァ
で
は
な
く
、
そ
の
選
出
母
胎
た
る
と
こ
ろ
の
ブ
ォ
ウ
グ
ム

i
ト
は
、

い
ま
シ
ャ
イ

中
世
都
市
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ハ
ン
プ
タ
シ
(
一

0
・
完
)

ii.. 



立
教
経
済
学
研
究
第
三
九
巻
四
号
(
一
九
八
六
年
)

j¥ 

ァ
、
と
く
に
ハ
ン
ド
レ
ド
の
中
核
を
な
せ
る
人
民
集
会
(
民
会
)
と
、
そ
の
歴
史
的
本
質
を
同
じ
う
す
る
と
こ
ろ
の
、
都
市
に
お
け
る
人
民

集
会
(
民
会
)
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
斯
か
る
都
市
の
フ
ォ
ウ
ク
ム

l
ト
に
代
表
さ
れ
る
一
般
に
フ
ォ
ウ
ク
ム

l
ト
こ
そ
は
、
ア
ン
グ
ロ
ウ

ー
サ
ク
ソ
ン
の
本
来
百
。
。
?
当
O
H
F
M可
(
3
D
N
S
ミ
Y
0
.
な
る
自
由
民
(
¥
ミ
hvさ
き
)
た
ち
が
彼
等
の
有
せ
る
フ
ォ
ウ
ク
ラ
イ
ト
へ
る
町
内
三
宮
)
に

も
と
づ
い
て
伝
統
的
に
其
処
に
出
席
す
る
権
利
〔
と
義
務
と
〕
を
有
し
た
る
所
の
も
の

l
ー
そ
の
意
味
で
、
此
の
都
市
の
人
民
集
会
(
民
会
)

の
歴
史
的
基
礎
u

前
提
を
な
せ
る
所
の
も
の
は
、
汎
く
一
般
に
ア
ン
グ
ロ
ウ
i

サ
ク
ソ
ン
の
初
期
の
自
由
農
民
の
構
成
せ
る
村
落
共
同
体

(

叫

)

守
山
口
同
問
。
口
O
B
B
C
D
-
3
1
二
U
O
H同
m
O
B
O
E
a
o
)
な
る
農
業
共
同
体
の
人
民
集
会
(
民
会
)
に
他
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

た
エ
ド
ガ
ア
王
、
ひ
い
て
は
第
十
一
世
紀
初
葉
の
カ
ニ
ュ

i
ト
王
の
夫
々
の
法
典
に
於
て
、

(
町
一
)

現
わ
れ
る
が
、
い
ま
そ
の
最
も
典
型
的
な
る
も
の
を
、
わ
れ
わ
れ
は
、
後
期
ア
ン
グ
ロ
ウ
l

サ
ク
ソ
ン
時
代
の
ロ
ン
ド
ン
に
お
い
て
見
出

斯
か
る
都
市
に
お
け
る
フ
ォ
ウ
ク
ム

i
ト
i
裁
判
集
会
は
、
右
の
エ
ゼ
ル
ス
タ
ン
王
の
の
ち
に
お
い
て
も
、
第
十
世
紀
後
半
に
出
現
し

一
年
に
三
回
開
催
せ
ら
る
べ
き
も
の
と
し
て

す
。
ロ
ン
ド
ン
は
、
か
の
エ
ゼ
ル
レ
ド
二
世
時
代
の
デ
イ
ン
人
の
第
二
次
侵
入
期
、
南
東
部
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ウ
イ
ン
チ
ス
夕
、
北
部
イ

エ
ド
ワ
ァ
ド
犠
悔
王
時
代
に
優
に
一
万
を
超
え
る
人
口
を

擁
し
た
所
の
当
時
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
最
大
の
此
の
都
市
に
は
、
そ
の
都
市
行
政
u

裁
判
上
の
最
高
機
関
と
し
て
、
そ
こ
に
、
ア
ン
グ
ロ
ウ
l

サ
ク
ソ
ン
古
来
の
人
民
集
会
の
あ
ら
ゆ
る
特
徴
を
具
え
た
フ
ォ
ウ
ク
ム

l
ト
が
存
在
し
た
。
夫
れ
は
、
〔
ロ
ン
ド
ン
司
教
座
〕
聖
パ
ウ
ロ
大

聖
堂
の
直
ぐ
北
東
に
位
置
す
る
、
今
日
の
倫
敦
博
物
館
の
在
る
処
よ
り
程
遠
か
ら
ぬ
、
当
市
の
地
形
的
に
最
も
高
い
所
で
、
野
外
に
於
て

ン
グ
ラ
ン
ド
の
ヨ

l
ク
ペ

R
W
と
並
ん
で
い
ま
顕
著
な
る
興
隆
を
示
し
た
が
、

開
催
せ
ら
れ
た
。
夫
れ
は
、
毎
年
三
田
の
開
期
を
有
し
、
都
市
民
た
ち
は
各
人
毎
に
呼
び
出
し
を
受
け
る
こ
と
な
く
挙
っ
て
之
に
出
席
す

ま
ち

る
こ
と
が
期
待
せ
ら
れ
、
少
く
と
も
形
式
上
夫
れ
は
此
の
市
の
良
き
秩
序
に
最
高
の
責
任
を
負
え
る
も
の
で
あ
っ
て
、
当
時
其
処
に
於
て

(
回
一
)

或
る
者
が
法
益
被
剥
奪
者
守
口
HEd司
)
と
し
て
宣
言
せ
ら
れ
得
た
と
こ
ろ
の
唯
一
の
裁
判
集
会
を
表
わ
し
た
の
で
あ
る
。



(
別
)
F
o
u
-
P
U
1
F
問
。
qt司司、
3
晶、
H町向。」、

hah-Nbeh叫白
h
g
s
同町詩句
NSH
弘
-MV・
HA戸市山・

(凹〉

b
。
宮
町
民
白
河
切
S
F
M
E
Hい芯問、

P
詰帥
E
b
N
2
突
出
口
氏
吉
弘
、
コ
遣
弘
同
昌
弘
帥
弘
司
ha』
H白
血
(
包
・

σ吋
〉
σ円
品
目
HHH
吋
由
己
目
吋

U
N
4
c
u
-
-

何回
n
o
E

。。目当日目回目
o
p
H
叶∞
6
・
〈
OH
・
H・同
o
-
H
C
H
S
・
そ
の
他
、
ケ
イ
ム
ブ
リ
デ
シ
ャ
の
西
隣
の
州
ハ
ン
テ
ィ
ン
ダ
ン
シ
ャ
出
E
江口

1
8日
E

S
の
ハ
シ
テ

ィ
シ
ダ
ン
の
ボ
ロ
ウ
で
は
(
言
切
世
話
・
巴
句
史
ミ
主
言
。
、
こ
の
ポ
ロ
ウ
に
(
白
弘
吉
諮
問
芝
、
h
H
E
)
一
一
ハ
イ
ド
と
四

O
エ
イ
カ
〔
i
二
八

O
エ
イ
カ
〕

の
土
地
(
止
と
礼
ぬ
ミ
に
白
町
立
砲
な
ヰ
ミ
)
並
び
に
一

O
エ
イ
カ
の
牧
草
地
ハ
ミ

H
a
q号
、
三
円
。
が
属
し

Q
R
S
H
)
て
居
た
が
、
此
の
土
地

を
都
市
民
た
ち
は
ま
さ
に
耕
作
し
て
居
る
(
骨
白
詰
円
同
時
ミ
S
H
S
N
S
H
F臣、
h
E認
伺
)
の
で
あ
る
。
の
同
-
U・
匂
・
・
く
oH
・
H・同
CHHOMCω
・

ハ
回
)
円
、
.
吋
・
ω
即日
N
E
B
-
A
D
H
H
D
a口口門戸
S
H
O
B
由
。
回
HHHげ円日仏間叩

U
O同
H
g
E一可
t
J
S門
町
ロ
ミ
品
。
口
宮
詰
守
同
g
H
ロミ
w
(
U
S
S
F
ミ弘
h
S
F刊
誌

伶

凶

1F
間同旬目白

ロ¥
H
U
H
-
〈
o--
同
公
認
∞
・

O
H沙
門
仏
山
一
同
昌
広
三
E
-
F
o
p
a
s
-
H
U
m
叶〉
-HU・
ω
勾・

2
・司・

4
4
・
冨
回
目
巴
世
田
品
切
吋
S
E
M
w
e
白
昌
弘
出
口
『
g
h
M
V
(ハU田
容
'

UHF仏間
9

H
∞
∞
∞
一
河
叩
一
司
同
町
田
仲
冊
子
戸
由

φc・
HU
・由・

(
耐
)
本
誌
、
第
三
十
四
巻
第
四
号
八
七
|
入
賞
、
参
照
。

(
以
〉
向
上
号
、
九
五
頁
、
参
照
。
掛
側
、
前
掲
拙
著
『
イ
シ
グ
ラ
ン
ド
封
建
制
の
形
成
』
、
九
一
ー
ー
四
、
ご
一
三
!
三
、
ニ
ハ

O

一
頁
、
参
照
。

(
悶
)
本
誌
、
第
三
十
四
巻
第
四
号
九
六
頁
、
同
誌
、
第
三
十
五
巻
第
二
号
一
七
六

l
七
頁
、
参
照
@

(
邸
)
司
・
ζ
・
ω
円g
g
p
k宮
内
向
口
・
九
町
民
さ
誌
同
詰
h
目白話弘
(
o
u
n
同O吋門同
W
H
E
T
ω
邑
巾
aHH-uHU
一戸)門叶，
HHmwOH一向。円仏国日間
HO門司

C
同開口四日田口
P
J「
c--HH
〕・

匂

-
g
T
E
M
-
P
吋
宮
内
ubth芸
雲
町
田
口
、

k声高目白
-
E
H
口w
H
M宮
内
向
島
昌
弘
切
切
-
H
m
H
・
猶
、
本
誌
、
第
三
十
四
巻
第
四
号
一

O
六
頁
の
註
(
日
)
参
照
。

ニ
O

わ
れ
わ
れ
の
考
察
を
通
じ
て
瞭
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
の
第
三
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
世
都
市
が
ア
ン
グ
ロ
ウ
I

サ
ク
ソ
ン
時
代
後
期
に

お
い
て
抑
と
農
村
を
母
胎
と
し
て
生
誕
を
見
る
に
到
っ
た
と
き
、
そ
の
契
機
を
な
せ
る
所
の
も
の
は
、
局
地
的
市
場
(
日
定
期
的
市
場
)

(目。
s
-
S
R
W
O
H
h
H
V
O吋問。門出口

H
E吋
}
円
。
の
成
立
で
あ
っ
た
、
と
云
う
、
ま
さ
に
そ
の
こ
と
で
あ
る
。

比
の
場
合
に
於
て
も
、
依
然
、
わ
れ
わ
れ
は
差
し
当
っ
て
「
ド
ゥ
ウ
ム
ズ
デ
イ
l

プ
ク
」
に
わ
れ
わ
れ
の
史
料
的
典
拠
を
求
め
な
け
れ

中
世
都
市
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ハ
ン
ブ
タ
ン

2
0
・
完
〉

/¥. 
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^ 四

ば
な
ら
な
い
が
、
「
ブ
ク
」
の
記
述
は
、
併
し
な
が
ら
、
こ
と
市
場
に
関
す
る
眼
り
甚
だ
し
く
不
完
全
且
つ
非
組
織
的
な
る
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
当
時
六
十
箇
所
の
土
地
に
市
場
が
存
し
た
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
居
る
が
、
比
の
時
代
全
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
通
じ
て
市
場
が
斯
く

も
少
数
に
止
ま
っ
た
な
ど
と
云
う
事
は
到
底
信
ず
り
れ
な
い
。
|
|
東
部
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
前
記
ケ
イ
ン
プ
リ
ヂ
シ
ャ
、
或
い
は

エ
シ
タ
ス
開
田
由
。
♂
或
い
は
是
れ
又
前
出
の
ハ
ン
テ
ィ
ン
ダ
ン
シ
ャ
、
ま
た
中
部
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
シ
ュ
ロ
プ
シ
ャ

ω
V
2
3
E
5・

或
い
は
ウ
ォ
リ
ク
シ
ャ
巧
R
4
1
n
w
岳
町
ow
あ
る
い
は
ラ
ト
ラ
ン
ド
児
三
宮
ロ
Q
u

ま
た
南
東
部
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
ミ
ド
ゥ
ル
セ
グ

ス

Z
S
2
2
0
u
p
或
い
は
サ
リ

ω己
BUJ
或
い
は
サ
シ
グ
ス

ω
5
8
F
ま
た
北
部
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
ノ
テ
ィ
ン
ガ
ム
シ
ャ
Z
O
H
a

立
口
問

E
S岳
山
円
0
・
或
い
は
ダ

i
ピ
シ
ャ
ロ
日
σ
u
a
E円
O
W

或
い
は
チ
ェ
シ
ヤ

(
U
F
B
E吋
0
・
ま
た
南
西
部
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
ド

l
シ

ト
ロ
ミ
∞
2
1
1こ
れ
ら
十
二
支
w
州
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
「
プ
ク
」
は
、
夫
々
全
州
を
通
じ
て
そ
こ
に
J

つ
の
市
場
だ
に
存
し
な
か
っ
た
も

の
の
如
く
記
し
て
居
る
の
で
あ
る
が
、

エ
シ
グ
ス
に
お
け
る
コ
ウ
ル
チ
ス
タ
の
。

-ovg円
0
3
ケ
イ
ム
プ
リ
ヂ
シ
ャ
に
お
け
る
ケ
イ
ム
プ
リ

ヂ
、
シ
ュ
ロ
プ
シ
ャ
に
お
け
る
シ
ュ
ル
ウ
ズ
ベ
リ

ω
F
3
4司島
cqi
ウ
ォ
リ
ク
シ
ャ
に
お
け
る
ウ
ォ
リ
ク
等
の
ボ
ロ
ウ
に
い
ま
如
何
な
る

(

即

)

市
場
も
存
在
し
な
か
っ
た
、
な
ど
と
云
う
こ
と
は
、
少
く
と
も
考
え
得
ら
れ
な
い
こ
と
な
の
で
あ
る
。
而
も
亦
実
に
意
外
な
こ
と
に
は
、

其
処
に
市
場
が
存
す
る
に
し
て
も
「
ブ
ク
」
に
於
て
は
必
ず
し
も
そ
の
土
地
が
ボ
ロ
ウ
と
し
て
記
さ
れ
て
唐
な
い
こ
と
で
あ
っ
て
、
前
記

(
間
一
)

六
十
箇
所
の
う
ち
「
ブ
ク
」
に
於
て
ボ
ロ
ウ
と
し
て
記
さ
れ
て
居
る
の
は
僅
か
に
十
九
箇
所
に
止
ま
り
、
是
れ
は
い
ま
「
ブ
グ
」
に
記
述

(
四
一
)

せ
ら
れ
た
す
べ
て
一
一
一
一
の
ポ
ロ
ウ
(
一

O
八
六
年
現
在
)
の
ま
さ
し
く

0
・
一
七
弱
に
し
か
当
ら
な
い
の
で
あ
る
。

斯
く
の
如
く
こ
と
市
場
に
関
す
る
限
り
其
の
記
述
の
甚
だ
不
完
全
且
つ
非
組
織
的
な
る
「
ブ
ク
」
で
は
あ
る
が
、
夫
れ
に
も
拘
ら
ず
、

わ
れ
わ
れ
は
、
其
処
に
、
な
お
、
次
の
ご
と
き
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
世
都
市
の
農
村
を
母
胎
と
す
る
其
の
発
生
過
程
に
於
て
凡
そ
局
地
的

市
場
(
U定
期
的
市
場
〉
の
演
ぜ
る
と
こ
ろ
の
棋
行
的
役
割
を
窺
寮
せ
し
め
る
に
足
る
諸
記
述
を
、
見
出
す
の
で
あ
る
。



ま
ず
東
部
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
サ
プ
ア
ク

ωロ
号
待
州
の
北
部
の
ホ
ク
セ
ン
民
自
白
O

(
同
2
8ろ
な
る
一
小
村
に
関
し
「
プ
グ
」
は
日

ぅ
。
|
|
エ
ド
ワ
ァ
ド
犠
悔
王
時
代
此
処
ホ
ク
セ
ン
に
お
い
て
セ
ト
フ
ォ
ド
〈
ノ

l
フ
ァ
ク
州
〉
の
司
教
ア
イ
ル
マ

i
ル
込
む
き
白
言
師
は

九
カ
リ
ュ
キ
ッ
ト
ハ
H
九
ハ
イ
ド
〉
の
土
地
を
一
つ
の
マ
ナ
と
し
て
(
』
守
さ
さ
き
時
三
怠
き
)
領
有
し
て
唐
た
が
、
〔
中
略
〕
こ
の
マ
ナ
で
は

い
ち

横
悔
王
時
代
に
一
つ
の
市
が
立
つ
習
わ
し
で
あ
っ
た

(
Z
Z
o
o
S
S
R
-。
角
川
弘
ロ
ロ
ロ
B
5
2
8
Z
S
斤
戸
別
・
)
。
而
し
て
ウ
ィ
リ
ア

ム
征
服
王
の
入
国
以
後
も
〔
そ
の
ま
ま
夫
れ
は
存
続
し
た
〕
、
夫
れ
は
〔
毎
週
〕
土
曜
日
に
開
設
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
(
又
吉
田
門

A
5
5

巧
己
o
-
B
5
2
M内
包
諸
問
』
門

U
O
H
g
a岳
山
門
戸
口

ω阻
害
釦
件
。
)
、
然
る
に
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
i

マ
レ
ッ
ト
司

ク
セ
ン
の
南
西
三
マ
イ
ル
の
地
点
に
在
る
・
い
ま
一
つ
の
小
村
の
〕
ア
イ
目
指
(
同
役
〉
に
お
い
て
彼
の
城
を
築
き
、
而
し
て
か
の
司
教
の

、

マ
ナ
に
そ
の
慌
が
立
つ
習
わ
し
で
あ
っ
た
と
同
じ
日

(
i土
曜
日
)
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
l

マ
レ
ッ
ト
は
彼
の
城
内
に
於
て
別
の
市
場
を
開
設

い

も

、

し
た
の
で
、
そ
の
結
果
か
の
司
教
の
市
は
甚
大
な
る
打
撃
を
蒙
り
、
最
早
夫
れ
は
幾
ど
債
値
無
き
に
等
し
く
な
り
、
今
や
夫
れ
は
金
曜
日

に
開
催
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
、
が
、
他
方
、
ア
イ
の
市
場
は
〔
相
輪
ら
ず
〕
土
曜
日
に
聞
か
れ
て
居
る

(
U
O件
当
・
呂
回
目
。
同
州
四
円
山
什

E
G
g
s
m円
。
ロ
ロ
日
包

H
W
U
5
2
8
r
E
日
o
A
S
R
m
H
S
O
H
B
E
g
-ロ
呂
田
口
R
F
0
4
2
8立
d
q
・呂町凶日

a
F
n
F門
性
三

8
2
8
E
S

FP
目
g
g
a
o日
目
。
。
門
誌

}HERmw
匂

OMOBHC慰
問

2
5
0円
g
z
s

(
問
)

江
田
・
宮
司
g
z
g
m
E
O
B
母

国

包

mwgaoH
円回目。的問ず宮立・〉。

品目的
8
1
己
官
2
z
g
J
1白
目
。
ロ
片
山
由
円
虫
色
O

目
。
色
白
神
仏
芯

4
8
0
a

と
こ
ろ
で
、
お
な
じ
サ
フ
ァ
グ
州
に
関
す
る
「
プ
グ
」
の
中
に
は
、
右
の
ホ
グ
セ
ン
に
関
す
る
記
述
に
先
ん
じ
て
別
に
ア
イ
に
つ
い
て

|
|
ア
イ
に
お
い
て
は
エ
ド
ワ
ァ
ド
鵠
悔
王
時
代
に
エ
ド
リ
グ
同
号
仇
門
誌
な
る
者
が
一
一
一
カ
リ
ュ
キ
ッ
ト
(
日
一
一
一
ハ
イ
ド
)
の
土
地
を

領
有
し
て
居
た
が
、
今
や
(
「
調
査
」
時
〉
ロ
バ
ァ
ト
河
口
早
時
三
塁
な
る
者
が
夫
れ
ら
〔
の
土
地
〕
を
直
領
地
と
し
て

(
S
札
口
さ
な
な
〉
領

有
し
て
居
る
、
〔
中
略
〕
而
し
て
〔
其
処
に
は
〕
今
や
〔
畿
悔
玉
時
代
に
は
存
在
し
て
居
な
か
っ
た
所
の
〕

一
つ
の
市
場
が
存
在
し
て
居

中
世
都
市
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ハ
ン
ブ
タ
ン
ハ
一

0
・
完
)

八
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い
ち

る
、
〔
中
略
〕
市
し
て
そ
の
市
〔
の
立
つ
広
場
〕
を
取
り
囲
ん
で
二
十
五
人
の
都
市
民
た
ち
が
門
各
と
〕
其
の
居
を
構
え
て
居
る
(
白
け

H
S
E

(
回
一
)

-
S
R
S
E
S
-
-
・2
古
目
白
g
g
g
m
g
g円

MM2σ
ロ
門
町
内
叩
口
問
。
印
・
)
、
と
あ
る
の
で
あ
る
。

斯
く
て
い
ま
先
き
の
記
述
と
此
の
た
び
の
記
述
と
を
愛
に
綜
合
し
て
み
る
と
、
別
に
マ
ナ
と
し
て
も
表
現
せ
ら
れ
て
居
る
此
の
ア
イ
な

る
村
に
は
、
一

O
八
六
年
の
「
調
査
」
時
点
に
お
い
て
元
来
ウ
ィ
リ
ア
ム
t

マ
レ
ッ
ト
の
築
け
る
城
の
内
部
の
土
曜
市
の
立
つ
広
場
の
周

辺
に
二
十
五
人
の
都
市
民
た
ち
(
宮
弔
問
芯
旬
目
的
)
が
夫
々
そ
の
居
を
構
え
て
居
り
、
此
の
マ
ナ
が
一
面
ボ
ロ
ウ
の
性
格
を
有
し
て
居
た
こ
と

八
六

が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
い
ま
此
処
で
注
意
に
値
い
す
る
の
は
、
ア
イ
が
そ
の
ホ
ク
セ
ン
と
の
あ
い
だ
に
生
じ
た
所
の
経
済
的
闘
争
に

打
ち
勝
っ
て
ホ
ク
セ
ン
の
土
曜
市
を
圧
倒
H

破
壊
し
自
己
を
ボ
ロ
ウ
と
し
て
確
立
せ
し
め
て
ゆ
く
過
程
に
於
て
、
定
期
的
市
場
が
抑
そ
重

要
な
る
一
つ
の
役
割
を
呆
し
つ
つ
あ
る
と
同
時
に
、
そ
こ
に
ま
た
一
般
に
城
郭
に
依
る
と
こ
ろ
の
掩
護
な
る
事
実
が
存
し
た
、
と
一
五
う
こ

と
で
あ
る
。
即
ち
、
此
の
城
郭
の
掩
護
な
る
こ
と
こ
そ
は
、
商
人
た
ち
、
遍
歴
商
人
た
ち
の
平
和
裡
の
商
取
引
の
遂
行
に
当
っ
て
必
須
不

可
歓
な
「
市
場
の
平
和
」
(
呂
田
島
氏
ユ
色
。
)
な
る
環
境
保
件
を
確
保
す
る
所
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
次
に
、
中
部
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ス
タ
フ
ァ
ド
シ
ャ
目
白
均
気
骨
E
5
東
部
の
ト
P
ウ
ト
ベ
リ
寸
己
σロ
弓

の
ボ
ロ
ウ
に

就
い
て
の
「
プ
ク
」
の
記
述
に
拠
っ
て
も
、
瞭
ら
か
に
実
謹
せ
ら
れ
る
。
即
ち
、
そ
と
じ
は
、
次
の
ご
と
く
あ
る
の
で
あ
る
、
|
|
〔
一

O
八
六
年
現
在
〕

へ
ン
リ
i

ド
ゥ
l

フ
ェ
レ

i
ル

同

S
三
円
史
的
弘
同
町
ミ
ミ
ミ
向
は
ト
ゥ
ウ
ト
ベ
リ

M
J
b
H
S
両
ミ
向
の
城
を
所
有
し
て
居
る
、

城
の
周
り
の
ボ
ロ
ウ
に
は
、
市
場
〔
関
係
〕
の
四
十
二
人
の
者
が
居
て
、
彼
等
は
唯
只
管
に
商
業
に
献
身
し
て
居
り
、
市
場
使
用
の
手
数

料
を
込
め
て
(
円
ど
さ
・
る
さ
〉
〔
年
間
〕
四
ポ
ン
ド
一

0
シ
リ
ン
グ
を
〔
彼
等
の
共
同
の
負
担
の
下
に
〕
〔
城
の
建
設
者
た
る
へ
ン
リ
ー
ド
ゥ

ー
フ
ェ
レ

i
ル
に
〕

納
め
て
居
る
(
問
。
ロ
ユ
g
田

宏

明

mw円円。吋
g
y
m
Hヴ
2
2
2
0ロ
ロ
同
出
向
。
寸
OHO-σR芯
-
E
国
号
宮
内
山
吋
nmwn笹田
HO--zB

(
盟
〉

自
己
也
氏

V
O
B
E
g
合

B
2
8
g
m
c
c
gロ
E
s
t
4
0
E
2
2
H
O仏門宮
E
2
5
F
g
-
4
5〉吋
8
2
M
由。】広
O由
・
)
、
と
。

l
1
1
此



る
者
と
し
て
未
だ
認
め
ら
れ
て
居
な
か
っ
た
の
で
は
あ
ろ
う
が
、

実
態
に
於
て
確
実
に
農
民
で
は
な
く
都
市
民
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
、
疑
問
の
余
地
は
全
く
存
し
な
い
の
で
あ
る
。

処
に
現
わ
れ
る
所
の
四
十
二
人
の
者
が
い
ま
都
市
民
(
宮
品

sh司
る
と
称
ば
れ
て
居
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
っ
て
、
彼
等
は
法
的
に
は
斯
か

併
し
な
が
ら
、
「
唯
只
管
に
商
業
に
献
身
す
る
」
彼
等
が
そ
の
生
活
の

更
に
、
中
部
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
グ
ロ
ス
タ
シ
ャ

C
E
R
O凹
Z
g
E
S
の
北
部
な
る
テ
ュ
ウ
ク
ス
ベ
リ

4
0
4再
冊
目
ぴ
ロ
弓
郡
守
口
包
括
δ

一
帯
を
蔽
う
・
諸
大
な
る
王
領
荘
園

(
B苫
-
E
8
2
)
の
本
領

(
S』
言
同
)
た
る
と
こ
ろ
の
テ
ュ
ウ
ク
ス
ベ
リ
も
一
面
ま
た
ボ
ロ
ウ

(
l

吋

OUB一ご
uO吋
OZ岡
町
)
の
性
格
を
有
し
た
の
で
あ
る
が
、
比
の
テ
ュ
ウ
ク
ス
ベ
リ
に
関
す
る
「
ブ
ク
」
の
記
述
に
は
、

次
の
如
き
一
節
が
有

る、

l
iテ
ュ
ウ
ク
ス
ベ
リ
ロ
ロ
門
出
向
F
S甲
町
司
法
に
於
て
は
そ
こ
に
今
や
(
一

O
八
六
年
現
在
)
十
三
人
の
都
市
民
た
ち
が
存
し
て
居
て
、
彼

等
は
年
間
二

0
シ
リ
ン
グ
(
|
一
ポ
ン
ド
)
を
〔
ラ
ン
ド
l

ガ
ヴ
ォ
ル
と
し
て
王
に
〕
納
め
て
居
る
、
〔
そ
し
て
其
処
に
は
ま
た
〕
〔
ウ
ィ

き
さ
き

リ
ア
ム
征
服
王
の
〕
后
〔
に
し
て
今
は
亡
き
マ
テ
イ
ル
ダ
昌
弘
山

Emw〕
の
其
の
地
に
初
め
開
設
公
S
急
同
窓
口
)
せ
る
と
こ
ろ
の
一
つ
の
市
場

が
在
っ
て
、
夫
れ
は
一
一
シ
リ
ン
グ
八
ペ
ン
ス
〔
の
市
場
税
〕
を
〔
王
に
対
し
て
〕
納
め
て
居
る
(
〉
吉
仏
吋

g
α
o
w
g
g
H
-
o
g
E
S
O
E

円
山

O
M向
日
比
げ
己
問
。

5
8
5
E
S
H
g
M内
一
阿
由

0
5
0由
旬
。
円

g
ロ戸

H
H
H
Y
E
O
H
S
E
E
D
S門
同

日

開

H
5
8
5吾
ロ
日
付

F
Z
E
E
-
H
也

由

。

-
5
2

(
間
一
)

mwH4FHHaoロ
ωユ。凹・)。

以
上
、
き
わ
め
て
少
数
の
「
ブ
ク
」
の
諸
記
述
を
拾
っ
て
み
て
も
、
わ
れ
わ
れ
は
、
ア
ン
グ
ロ
ウ
l

サ
ク
ソ
ン
l

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
か
ら

ア
ン
グ
ロ
ウ
1

ノ

l
マ
ン
l

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
へ
の
転
換
期
に
際
し
て
、
飽
く
ま
で
地
方
農
村
の
マ
ナ
を
母
胎
に
、
如
何
に
し
て
い
ま
局
地

的
市
場
(
日
定
期
的
市
場
〉
の
成
立
を
契
機
と
し
て
ボ
ロ
ウ
が
形
成
せ
ら
れ
て
い
っ
た
か
、
ほ
ぼ
そ
の
輪
廓
を
知
り
得
る
か
と
思
わ
れ
る
の

で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
、
わ
れ
わ
れ
は
ま
た
、
ボ
ロ
ウ
の
形
成
に
際
し
て
城
郭
の
果
せ
る
と
こ
ろ
の
役
割
も
之
を
無
視
し
得
ざ
る
も
の
の

あ
る
こ
と
を
、
改
め
て
知
ら
し
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

中
世
都
市
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ハ
ン
ブ
タ
ン
(
一

0
・
完
)

八
七



立
教
経
済
学
研
究
第
三
九
巻
四
号
(
一
九
八
六
年
〉

)I、
八

既
に
わ
れ
わ
れ
が
本
篇
第
四
節
に
於
て
之
を
瞭
ら
か
な
ら
し
め
た
如
く
、
抑
と
ア
ン
グ
ロ
ウ
1

サ
グ
ソ
ン
時
代
後
期
の
第
一
次
デ
イ
ン

人
侵
入
期
に
於
て
は
、
エ
ゼ
ル
ス
グ
ン
王
の
第
二
法
典
第
十
二
章
・
第
十
一
ニ
章
・
同
第
一
僚
の
諸
規
定
が
い
ま
明
ら
か
に
之
を
霊
明
し
て

居
る
よ
う
に
、
元
来
少
く
と
も
法
制
上
に
於
て
は
軍
事
的
拠
点
と
し
て
の
城
砦
(
日
避
難
場
所
)
た
る
と
こ
ろ
の
ブ
ル
ア
吉
事
・
プ
ル
グ

宮
司
均
す
な
わ
ち
ボ
ロ
ウ
と
、
そ
こ
で
費
賀
川
交
易
の
行
わ
れ
る
商
品
交
換
"
商
品
流
遇
の
場
と
し
て
の
ボ
ル
ト
」
守
口
ミ
と
は
裁
然
区
別
せ

ら
れ
て
居
た
の
で
あ
る
が
、
夫
れ
が
、
第
十
世
紀
前
半
の
同
王
の
時
代
か
ら
同
世
紀
後
半
の
エ
ド
ガ
ァ
王
の
時
代
に
な
る
と
、
も
は
や
エ

ド
ガ
ァ
王
の
第
四
法
典
第
六
章
の
規
定
に
い
ま
明
ら
か
な
る
如
く
そ
こ
に
商
品
の
購
入
"
責
却
の
場
と
し
て
の
ボ
ロ
ウ
が
現
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
そ
の
初
め
異
な
る
一
一
つ
の
存
在
と
し
て
出
発
し
た
と
こ
ろ
の
ボ
ロ
ウ
ハ
プ
ル
フ

i
ブ
ル
グ
)
と
ボ
ル
ト
と
は
今
や
此
処
に
到
っ
て

現
実
に
融
合
n

合
一
す
る
に
到
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
少
く
と
も
一
部
の
ボ
ル
ト
は
、
夫
れ
ら
が
現
に
行
わ
れ
て
居
る
交
易
の
集

中
点
で
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
、

(
回
一
)

の
で
あ
る
。

い
ま
防
禦
工
事
を
施
さ
れ
て
ポ
ロ
ウ
に
転
換
せ
し
め
ら
れ
る
、
と
去
っ
た
場
合
も
あ
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る

一
般
に
市
場
は
、
当
該
ボ
ロ
ウ
の
領
主
に
対
し
て
、
先
き
に
わ
れ
わ
れ
の
之
を
見
た
る
が
如
き
、
市
場
使
用
の
手
数
料
1

市

場
説
、
或
い
は
元
来
斯
か
る
市
場
の
関
係
者
た
ち
の
居
住
す
る
所
の
屋
敷
に
賦
課
さ
れ
る
慣
習
的
貢
租
、
そ
の
他
諸
種
の
財
政
的
収
入
を

而
し
て
、

出
演
h

り
し
た
こ
と
は
、
二
一
一
口
う
迄
も
な
い
。
そ
の
額
は
「
プ
ク
」
に
於
て
は
年
間
最
低
は
四
シ
リ
ン
グ
か
ら
最
高
は
一
一
ポ
ン
ド
に
亙
っ
た
と

(

臨

)

、

、

、

言
わ
れ
て
居
る
が
、
然
し
乍
ら
1

1
い
ま
当
該
ボ
ロ
ウ
の
領
主
が
国
王
で
あ
る
場
合
を
除
き
|
|
夫
れ
ら
は
必
ず
し
も
常
に
単
一
の
領
主

の
手
許
に
全
額
入
る
も
の
と
は
限
ら
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
い
ま
東
部
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
サ
ブ
ァ
ク
州
北
西
部
の
一
ボ
ロ
ウ
l
ベ
ク
ル
ズ

日

ω2nHg
に
関
し
て
「
プ
グ
」
の
記
述
す
る
所
に
従
え
ば
、
此
処
ベ
グ
ル
ズ
陵
町
内
向
臼
に
お
い
て
は
聖
エ
ド
マ
ン
ド
修
道
院
匂
ぬ
言
宮
崎
句
、
，

さむ
ah凶
器
が
エ
ド
ワ
ァ
ド
蟻
悔
王
時
代
に
ニ
カ
リ
ュ
キ
ッ
ト
ハ
日
一
一
ハ
イ
ド
〉
の
土
地
を
一
つ
の
マ
ナ
と
し
て
♀
さ
さ
む
道
三
陸
送
〉
領
有



し
て
唐
た
が
、
門
中
略
〕
「
〔
一

O
八
六
年
の
「
調
査
」
時
に
は
〕
其
処
に
一
つ
の
市
場
が
存
し
、
二
十
六
人
の
都
市
民
た
ち
が
居
て
、
〔
前

記
エ
ド
マ
ン
ド
修
道
院
の
〕
院
長
が
そ
の
市
場
〔
よ
り
上
が
る
と
こ
ろ
の
一
切
の
収
入
〕
の
四
分
ノ
三
を
取
得
〈
E
F
S
)
し
、
王
が
そ
の

〔
残
り
の
〕
四
分
ノ
一
を
取
得
し
て
居
る
(
・
:
。
ニ

B
R
S
E
F
。円

M内凶

4
-
Z吋問。ロ由。的
u
O
H
与
σ
山
田
町
ω
σ
2
5
3
2
0田門凶
O
B
2
2
5

(

間

)

2
2
M
A
Z
R
S
0・
)
」
の
で
あ
る
。

(
町
)
口
同
吋
V
F
b
b
S問
主
昌
也

N
y
h
h
S
弘・

3
・
ωH
∞・

ω自由
j

叶
。
♀
忍
g
a
H
M
叶Y
H
N
O
H
d『叩日目白ロロ盟ロ
P
N
v
b
S民
自
社

F
o
w
-
-
A
G又
弘
司
令
。
昆
o
p

g
a
)略
国

M・由
N
U
H
R同S
F
K山
a
h吉
町
三
九
宮
町

H
H
S
H
口
b
。
苦
肉
包
R
H
H
h
E
b
b
(円、
D口門
H
D
P
H
由

me・日
v・回目印・

(
悶
)
ロ
由
同
・
げ
MJ
口、
-
R
T
M
M
M
V・
ωH
∞・

ω自由叶
()(krHV旬。ロ門出
H
H
叶)・

(
回

)

U
目

H・σ
u
J
E
H
F
a
T
H
V
H
Y
M泊
四

i
吋
(
一
明
』
四

-HON)
・

(悶
)
N
V・NW-w
〈
O】・
H
p
rロ
o
ω
3
・

(
到
)
匂
-NW・・〈
c
r
F
rロ
o
ω
H
U
σ
・

(
問

)

b
・切・・ぐ
OH
・H・同
0ロ
ロ
巴
∞
ヴ
・

(悶
)

b
・切
--J10H
・H・同
O
H
S
H
S
σ
・
因
み
に
、
此
の
記
述
部
分
中
の
「
ラ
ン
ド
l

ガ
ヴ
ォ
ル
」
じ
つ
い
て
は
、
本
誌
、
第
三
十
四
巻
第
三
号
囚
i
六

頁
参
照
の
こ
と
@

(
悶
)
本
誌
、
第
一
二
十
四
巻
第
四
号
八
七
|
八
、
九
二
|
四
頁
、
と
、
一

O
四
|
五
頁
の
註
(
侃
)
、
参
照
。

(
悶
)
ロ
胆
円
げ
uJ
色
培
-
q
ロ
--HY
∞
H∞・

〈邸〉

NV・匂・・ぐ
O
H
-
F
同白日目。

ω町田ヴ
1
S
0
・

わ
れ
わ
れ
の
考
察
を
通
じ
て
瞭
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
の
第
四
は
、
後
期
ア
ン
グ
ロ
ウ
l

サ
ク
ソ
ン
l

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
か
ら
ア
ン
グ
ロ

ウ
1

ノ
i
マ
ン
l

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
へ
か
け
て
、
ボ
ロ
ウ
は
、
其
処
に
於
け
る
造
幣
所
(
さ
き
町
営
h
g
Z
H
)
の
存
在
が
い
ま
大
い
な
る
村
落

中
世
都
市
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ハ
ン
ブ
タ
ン
(
一

0
・
完
)

八
九



立
教
経
済
学
研
究
第
三
九
巻
四
号
(
一
九
八
六
年
)

九
O 

か
ら
さ
え
も
自
ら
を
識
別
せ
し
め
る
と
こ
ろ
の
重
要
な
る
標
識
を
な
し
た
、
と
一
耳
、
っ
、
ま
さ
に
そ
の
こ
と
で
あ
る
。

既
に
わ
れ
わ
れ
が
是
れ
ま
た
本
篇
第
四
節
に
於
て
之
を
見
た
る
如
く
、
第
十
世
紀
前
半
の
エ
ゼ
ル
ス
タ
ン
王
第
二
法
典
第
十
四
章
に
は

「
王
権
の
及
ぶ
限
り
の
す
べ
て
の
地
域
に
豆
り
て
一
つ
の
打
造
貨
幣
(
き
さ
豆
町
叫
)
の
存
す
べ
き
こ
と
、
而
し
て
何
人
と
雄
も
ボ
ル
ト
以

外
の
場
所
に
於
て
貨
幣
を
打
造
(
送
、
一
言
寄
る
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
」
が
規
定
せ
ら
れ
て
居
て
、

そ
こ
に
造
幣
に
お
け
る

臥

noDHH1即
日
目

N
回，

色
。
口
、
が
高
ら
か
に
宣
明
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
一
方
ま
た
同
法
典
第
十
四
章
第
二
僚
に
於
て
は
、
す
べ
て
の
ボ
ロ
ウ
Q
毛
色
に

い
ま
一
名
以
上
の
造
幣
人

(
S
3
mな
ミ
)
の
常
時
存
在
す
べ
き
こ
と
を
規
定
せ
る
な
か
に
、

キ
ャ
ン
タ
ベ
リ

O
E
Z
H
σ
ロミィ

ロ
チ
ス
タ

H
N
o
n
F
g
H
2
の
両
司
教
座
都
市
に
つ
い
て
、
前
者
で
は
七
名
の
造
幣
人
の
う
ち
四
名
は
王
の
、
二
名
は
キ
ヤ
ン
タ
ベ
リ
大
司
教
の
、

名

は
聖
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ノ
修
道
院
長
の
夫
々
造
幣
人
の
存
在
す
べ
き
こ
と
が
、
後
者
で
は
三
名
の
造
幣
人
の
う
ち
二
名
は
王
の
、

一
名
は
ロ

チ
ス
タ
司
教
の
夫
々
造
幣
人
の
存
在
す
べ
き
こ
と
が
規
定
せ
ら
れ
て
居
て
、
そ
こ
に
一
面
造
幣
の
d
o
g
己
BH庶
民
日
C

口
、
も
明
ら
か
に
許
容

(

四

)

せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
而
し
て
、
第
十
世
紀
後
半
の
エ
ド
ガ
ァ
王
の
時
代
に
至
る
と
、
い
ま
同
王
第
三
法
典
第
八
章
で
は
、
是
れ
又
既

に
わ
れ
わ
れ
の
第
四
節
に
於
て
之
を
見
た
る
ご
と
く
、
「
王
権
の
及
ぶ
限
り
の
す
べ
て
の
地
域
に
豆
り
て
通
用
(
官
3
h
S
〉
す
べ
」
き
所
の

「
一
つ
の
打
造
貨
幣
(
き
さ
い
豆
町
同
)
」
〔
の
受
領
〕
を
「
何
人
と
睡
も
拒
否
(
》
三
尽
き
)
す
る
こ
と
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
」
こ
と
が
規
定
せ
ら
れ

て
、
そ
こ
に
わ
れ
わ
れ
は
今
や
当
該
打
造
貨
幣
が
、

一
般
的
H

無
条
件
的
に
そ
の
受
領
を
保
誼
せ
ら
れ
た
所
の
「
一
般
的
流
通
手
段
」
|
強

制
通
用
力
の
有
る
法
定
貨
幣
0
0間
色
窓
口
(
山
ゆ
る
と
し
て
正
に
自
ら
を
確
立
せ
し
め
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
が
、
夫
れ
と
同
時
に
、
斯
か

る
法
定
通
貨
の
発
行
権
は
独
り
国
家
H
国
王
に
の
み
帰
属
す
る
こ
と
と
な
っ
て
、
愛
に
全
国
に
亘
っ
て
汎
く
各
地
に
分
散
所
在
せ
る
と
こ

ろ
の
多
数
の
造
幣
所
に
於
け
る
|
|
主
ま
た
は
特
定
の
高
位
聖
職
者
(
H
聖
界
貴
族
)
の
造
幣
人
た
ち
は
、
今
や
中
央
よ
り
支
給
せ
ら
れ
る

|
|
発
行
権
者
た
る
王
の
銘
文
公
司
四

ga)の
彫
ら
れ
た
る
通
貨
表
面
(
Oヴ

J
3
2
0
)
の
打
ち
型
(
2
0〉
と
、
当
該
造
幣
人
と
造
幣
所
と
の
銘
文



地
金
の
銀
を
間
に
挟
ん
で
、
打
ち
合
せ
る

(
S
E
5
5
0
P
8
2吋
跨
る
こ
と
に

(

悶

)

依
っ
て
、
す
べ
て
一
様
な
る
銀
貨
官
3
3
h
を
打
造
す
る
こ
と
と
は
な
っ
た
の
で
あ
る
。

の
彫
ら
れ
た
る
通
貨
裏
面
守
0
4
0
g
o
)
の
打
ち
型
と
を
、

歩
せ
る
古
銭
学
ハ
Z
C
B目
的
自
由
昨
日
付
)
の
研
究
成
果
に
基
き
、

そ
の
場
合
、
是
れ
ま
た
既
に
本
篇
第
五
節
に
之
を
見
た
る
如
く
、
今
日
、
出
土
し
た
る
打
造
貨
幣
の
裏
面
の
銘
文
を
手
懸
り
と
し
て
進

機
悔
王
時
代
各
地
の
造
幣
所
に
於
て
同
時
に
働
き
つ
つ
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
造
幣

人
(
5
0ロ
OU3-吋
〉
の
多
寡
に
従
っ
て
、
後
期
ア
ン
グ
ロ
ウ
i

サ
グ
ソ
ン
l

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
ボ
ロ
ウ
を
列
挙
し
て
み
る
な
ら
ば
、
ニ

十
名
以
上
の
造
幣
人
が
同
時
に
働
き
つ
つ
あ
っ
た
ロ
ン
ド
ン
を
筆
頭
に
、
以
下
、
十
二
名
の
ヨ

1
ク
、
八
名
な
い
し
九
名
の
ウ
イ
ン
チ
ス

タ
・
リ
ン
カ
ン
ビ
ロ

g-P
少
く
と
も
八
名
の
チ
ェ
ス
タ
の
U
8
8
F
少
く
と
も
七
名
の
キ
ヤ
ン
タ
ベ
リ
・
オ
ク
ス
フ
ォ
ド

O
U内
向
。
吋
【
「

の
順
と
な
る
。
|
|
斯
か
る
序
列
が
、
抑
と
当
時
の
イ
ン
グ
ラ
ン

そ
の
経
済
的
に
支
配
す
る
と
こ
ろ
の
市
場
闇
の
広
狭
を
そ
の
ま
ま
郎
自
的
に
反
映

し
て
居
る
か
否
か
は
、
今
日
知
ら
れ
る
打
造
貨
幣
が
何
と
言
っ
て
も
偶
と
発
見
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
過
ぎ
ず
、
又
夫
れ
ら
の
す
べ
て
が
現

実
に
流
通
せ
る
も
の
な
り
や
否
や
も
不
明
な
る
が
ゆ
え
に
、
疑
い
な
し
と
し
な
い
。
併
し
乍
ら
、
こ
れ
ら
の
ボ
ロ
ウ
の
名
稽
が
い
ま
エ
ド

ワ
ァ
ド
儲
悔
玉
時
代
に
最
も
重
要
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
商
品
交
換
"
商
品
流
通
の
中
心
地
の
一
覧
表
を
少
く
と
も
近
似
的
に
現
わ
し
て
居

(

悶

)

る
と
一
宮
う
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
所
で
あ
ろ
う
。

d
q
o吋
円
。
臼
件
。
♂

少
く
と
も
六
名
の
セ
ト
フ
ォ
ド
・
グ
ロ
ス
タ
・
ウ
ス
タ

ド
中
世
都
市
の
夫
々
の
地
方
的
市
場
の
規
模
の
大
小
、

而
し
て
、
今
日
古
銭
学
者
た
ち
に
依
っ
て
、
第
十
l
十
一
世
紀
の
後
期
ア
ン
グ
ロ
ウ
1

サ
ク
ソ
ン
時
代
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
於
て
操
業

し
て
居
た
造
幣
所
の
所
在
地
と
し
て
は
そ
の
八
十
箇
所
以
上
の
も
の
が
通
貨
裏
面
の
銘
文
と
の
同
定

(
E
g
E凶
g門
戸

0
る
の
結
果
明
ら
か
に

(
剛
一
)

せ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
い
ま
「
ド
ゥ
ウ
ム
ズ
デ
イ
l

ブ
グ
」
の
機
悔
王
時
代
の
記
述
に
言
及
せ
ら
れ
あ
る
も
の
は
僅
か

(

悶

)

に
十
一
を
算
え
る
に
過
ぎ
な
い
。
此
れ
ら
十
一
の
ポ
ロ
ウ
の
う
ち
、
先
ず
、
中
部
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ウ
ス
タ
シ
ャ
の
州
都
ウ
ス
タ
に
就
い

中
世
都
市
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ハ
ン
ブ
タ
ン
〈
一

0
・
完
)

九
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て
は
、
「
ブ
ク
」
に
は
、
此
の
都
市
の
各
と
の
造
幣
人
(
§
巴
諮
問
H
Q

三
宮
)
は
、
職
悔
王
時
代
、
通
貨

(
S
S同H
Q
)

が
更
新
(
巴
ミ
芯
)
せ
ら
れ

た
る
と
き
は
何
時
に
て
も
、
そ
の
通
貨
の
打
ち
型

(
S
3叉
伺
)
を
受
領
(
知
町
内
弘
、
札
口
)
せ
ん
が
た
め
に
ロ
ン
ド
ン
に
お
い
て
二

0
シ
リ
ン
グ
を

支
排
え
る

(
D
S
E
0
5
8叩
片
山

4
0
2
0
Z
Z円
円
山
口
広
宮

σ
5
0ロ
og江
口
白
色
島
民
M

目
的
。
ロ
門
目
。
∞
包

H
g
a
g
u
s
H
U
E
S
P
O
F帥

B
O
B
-

S
O
R
n目立
O
D
Q
F
〉
旨
の
記
述
が
為
さ
れ
て
属
。
是
れ
に
依
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
こ
に
宴
存
在
し
た
と
こ
ろ
の
ま
市
の
造
幣

エ
ゼ
ル
レ
ド
二
世
の
治
世
以
来
も
は
や
確
立
せ
ら
れ
て
居
た
所
の
幣
制
上
の
慣
行
に
従
い
、
一
定
年
数
|
ほ
ぼ
六
年
i
の
間

隔
を
置
い
て
周
期
的
に
遭
貨
の
吏
新
公
2
0
E同
問
。
)
す
な
わ
ち
ペ
ニ
シ
グ
銀
貨
の
特
定
の
型
式
(
司
句
。
)
の
更
改
が
行
わ
れ
る
そ
の
都

度
、
新
し
い
通
貨
表
面
の
打
ち
型
を
ロ
ン
ド
ン
に
お
い
て
受
領
す
る
た
び
に
、

人
た
ち
は
、

一
定
金
額
の
手
数
料
を
王
に
支
持
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た

こ
と
を
知
り
得
る
の
で
あ
る
が
、
斯
か
る
「
通
貨
が
更
新
せ
ら
れ
る
そ
の
都
度
」
(
宮

gnな
さ
き
向
芯
ミ
ミ
S
h
N
Eる
為
さ
れ
た
る
と
こ
ろ

の
一
定
金
額
の
支
擁
い
な
る
こ
と
は
、
南
西
部
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
一
州
ド

1
シ
ト
の
、
い
ま
そ
こ
に
三
人
の
造
幣
人
の
存
す
る
シ
ャ
ー
プ

ツ
ペ
リ

ω}戸田同門的
σロ
弓
・
そ
こ
に
夫
々
二
人
の
造
幣
人
の
存
す
る
ド
1
チ
ス
タ
ロ
R
n
F
σ
2
2
な
ら
び
に
ウ
ェ
ア
ラ
ム
巧
号
島
ωB-
そ
こ

に
一
人
の
造
幣
人
の
存
す
る
ブ
リ
ド
ポ
!
ト
切
ユ
門
ザ

0
2
の
、
以
上
四
つ
の
ボ
ロ
ウ
に
関
す
る
「
プ
グ
」
の
餓
悔
王
時
代
の
記
述
に
於
て
も

(

問

)

亦
現
わ
れ
て
居
る
所
で
あ
る
。
但
し
、
そ
の
際
一
人
の
造
幣
人
の
主
に
対
し
て
支
梯
う
べ
き
金
額
は
、
先
き
の
ウ
ス
タ
の
場
合
夫
れ
が
二

0
シ
リ
ン
グ
す
な
わ
ち
て
ホ
ン
ド
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
此
処
ド

l
シ
ト
の
四
つ
の
ボ
ロ
ウ
の
場
合
に
は
夫
れ
が
い
ず
れ
も
、

一
銀
マ

ル
ク
す
な
わ
ち
一
三
シ
リ
ン
グ
四
ペ
ン
ス
と
二

0
シ
リ
ン
グ
す
な
わ
ち
一
ポ
ン
ド

i
l計
一
ポ
ン
ド
一
三
シ
リ
ン
グ
四
ペ
ン
ス
で
あ
る
と

云
う
金
額
の
上
で
の
相
違
は
あ
る
が
。
而
し
て
、
当
時
斯
か
る
金
額
の
支
排
い
の
実
態
が
抑
と
'
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
わ
れ
わ

れ
は
是
れ
を
中
部
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
一
州
シ
ュ
ロ
プ
シ
ャ
の
シ
ュ
ル
ウ
ズ
ベ
リ
に
関
す
る
「
ブ
ク
」
の
次
の
ご
と
き
記
述
に
就
い
て
見
る

こ
と
が
出
来
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
こ
に
は
、
「
王
(
|
エ
ド
ワ
ァ
ド
償
悔
玉
〉
は
其
処
ハ
シ
ュ
ル
ウ
ズ
ベ
リ
〉
に
三
人
の
造
幣
人
た
ち
を
有
し



て
居
た
が
、
彼
等
は
、
王
国
の
他
の
造
幣
人
た
ち
が
為
し
た
よ
う
に
(
ミ
ミ
吐
き
b

誌
な
ミ
凡
』
宮
町
立
母
)
、
彼
等
の
貨
幣
の
打
ち
型

(
S
3
8的

さ
き
句
宮
)
を
購
入
(
内
定
さ
る
し
た
あ
と
、

十
五
日
日
に
、

王
に
対
し
て
、
各
と
二

0
シ
リ
ン
グ
ハ
l
一
ポ
ン
ド
)
を
支
掛
っ
た
。

そ
し
て
こ

の
こ
と
は
何
ら
か
の
通
貨
の
更
新
(
さ
ロ
ミ
芯
ミ
ユ
同
諸
国
同
〉
が
行
わ
れ
る
た
び
ご
と
に
為
さ
れ
た
の
で
あ
る
(
寸
円

2
5
8
2
R
3
E
σ
各
三

目立

EM円
ρ
己
目
岩
田

s
s
n
o
o
S
5
3叶
円
ロ
ロ

g
目
白
。

Dogo
己

包

ι
B
O
D
m付制包
]
M
M
m
E
8
u
q
品目。〈目。ゲ由

E

g
四日

u目
的
。
ロ

aom

(
明
臼
A
F
)

ロ
ロ
ロ
沼
巳

m
S
5
0仲
間
百
四
日
与
と

8
3
2
2
M
Oユ
OPE-)と
、
あ
る
の
で
あ
る
。
是
れ
に
由
っ
て
之
を
観
れ
ば
、
当
時
横
悔
主
時
代
一
般
に

後
期
ア
ン
グ
ロ
ウ
l

サ
ク
ソ
ン
l

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
於
て
行
わ
れ
た
所
の
、
周
期
的
な
通
貨
更
新
守
0
8山
口
昌
也
に
際
し
て
各
地
の
造
幣

人
た
ち
が
中
央
か
ら
運
賃
表
面
の
打
ち
型
を
手
に
入
れ
る
行
為
は
、
そ
の
実
態
に
於
て
ま
さ
し
く
購
買
行
為
に
他
な
ら
ず
、
斯
く
て
王
は

い
ま
彼
等
に
強
制
的
に
打
ち
型
を
買
い
取
ら
し
め
た
も
の
で
あ
る
と
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。

猶
、
中
部
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
一
州
・
へ
り
フ
ォ
ド
シ
ャ
出
向
。
同
O
E∞E
g
の
州
都
へ
リ
フ
ォ
ド
に
は
、

横
悔
王
時
代
そ
こ
に
七
人
の

造
幣
人
が
居
て
、
い
ま
そ
の
う
ち
の
一
人
は
へ
リ
フ
ォ
ド
司
教
の
造
幣
人
で
あ
っ
た

Q
8
g
g
B
8
2
R
ι
2
S件
目
立
・
〈

D
g
o
u
n

(
臨
〉

F
2
0同
氏
自
。
ロ
叩

g
a
5
8
2
8立
・
〉
こ
と
は
曽
て
わ
れ
わ
れ
の
之
を
見
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
此
の
司
教
座
都
市
に
於
て
も
犠
悔
王
時
代

貨
幣
が
更
新
令
き
き
る
せ
ら
れ
た
時
に
は
、
彼
等
(
|
七
人
の
造
幣
人
)
の
各
と
は
、
打
ち
型
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
〔
ロ
ン
ド
ン
に
出
て
〕

一
八
シ
リ
ン
グ
を
支
掛
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
然
し
乍
ら
、
愛
に
注
意
す
べ
き
は
、
此
の
ポ
ロ
ウ
の
場
合
に
は
、
以
上
に
止
ま
ら
ず
、
彼
等

が
〔
へ
リ
フ
ォ
ド
に
〕
帰
来
し
た
日
か
ら
一
ヶ
月
以
内
に
、
彼
等

(
1王
の
六
人
の
造
幣
人
た
ち
〉
の
各
と
は
王
に
二

0
シ
リ
ン
グ

(
l

一
ポ
ン
ド
)
を
文
擁
い
、
而
し
て
間
様
に
〔
へ
リ
フ
ォ
ド
の
〕
可
教
は
彼
の
造
幣
人
か
ら
二

0
シ
リ
ン
グ
を
取
得
し
た
の
で
あ
っ
た
(
D
守

芸
品
。

B
S
O
S
H
S
O
S
Z円
含
宮
門
門
戸
丘

Z
5
0
0
2
5
M
2
E
g
-
-【
佐
官

0

2ロ
0目
的
志
向
山
匂
目
。
ロ
品
目
問
。
仲
良

00
品目。

A
5
2
2
'

g
Z
5告
。

m
E
Cロロ
8
8
8
2
5
仏
与
三
円
宮
山
田
ρロ
φ
g
E
g
g岡山
M
M
問。-広

2
2
回目

B
E
H
2
g
-
σ
$
2
。目)山田口。

MMC白
色
。
間
口
。

中
世
都
市
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ハ
ン
ブ
タ
ン
(
一

0
・完〉
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〈

8
6

5
0口
m
w
H
M
W吋
向
。

u
自
由
O】

Fag-)
。

九
四

夫
れ
で
は
、
以
上
の
ご
と
き
後
期
ア
ン
グ
ロ
ウ
l

サ
ク
ソ
ン
1

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
各
ボ
ロ
ウ
の
造
幣
所
は
、
「
征
服
」
と
と
も
に

今
や
如
何
な
る
運
命
を
辿
っ
て
行
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

震
に
於
て
先
ず
注
意
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
乙
と
は
、
是
れ
ま
た
既
に
ひ
と
た
び
わ
れ
わ
れ
の
之
を
本
篇
第
七
揮
に
於
て
見
た
る
ご
と

(
町
一
)

く
、
「
征
服
」
を
中
に
挟
ん
で
そ
こ
に
抑
ミ
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
幣
制
史
上
「
断
絶
」
(
同
弘
知
的
可
畠
宮
一

g
g
n
q回
目
)
が
存
し
な
か
っ
た
と
云

ぅ
、
ま
さ
に
そ
の
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
ィ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
既
存
の
貨
幣
制
度
は
「
征
服
」
以
後
も
依
然
本
質
的
に
稔
る
こ
と
な
く
ノ
ル

マ
ン
王
朝
の
支
配
の
下
に
「
連
続
」
的
発
展
を
遂
げ
て
行
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
さ
し
あ
た
り
「
征
服
王
」
ウ
ィ
リ
ア
ム
一
世
は
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
古
来
の
造
幣
機
構
の
根
本
を
狸
り
に
改
変
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
、
当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
切
つ
て
の
優
良
な
る
通
貨

l
l手
際
よ
く
デ
ィ
ザ
イ
ン
せ
ら
れ
、
そ
の
仕
上
が
り
が
一
応
の
水
準
に
達
し
た
と
こ
ろ
の
、
良
質
の
銀
で
造
ら
れ
た
ペ
ニ
ー
ー
そ
の
当

時
の
大
陸
フ
ラ
ン
ス
の
ド
ゥ
ニ
エ
貨
等
よ
り
も
其
の
重
且
一
塁
・
品
質
の
い
ず
れ
の
点
で
も
立
ち
勝
っ
た
と
こ
ろ
の
ペ
ニ
銀
貨
を
、
之
を
打
造

(

悶

)

す
る
所
の
・
王
権
の
打
ち
型
統
制
下
に
在
る
各
地
の
造
幣
所
の
組
織
と
も
と
も
、
継
承
し
た
の
で
あ
っ
た
。

斯
く
し
て
今
や
征
服
王
時
代
こ
の
国
の
造
幣
の
本
質
的
な
枠
組
は
、
凡
そ
一
八

O
名
の
造
幣
人
が
約
六
十
六
の
造
幣
所
に
配
置
せ
ら
れ

て
居
る
と
一
本
7
形
に
於
て
成
り
立
っ
て
唐
た
こ
と
が
、
今
日
古
銭
学

(
Zロ
5
2
5忠
片
付
)
の
領
域
に
於
て
出
土
せ
る
べ
ニ
銀
貨
の
一
般
に

(

悶

)

銘
文
(
目
。
ぬ

g
e
研
究
の
結
果
明
ら
か
と
な
っ
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
、
斯
か
る
造
幣
所
の
存
在
は
当
時
依
然
と
し
て
「
征
服
」

以
前
に
引
続
い
て
ボ
ロ
ウ
の
資
格
候
件
の
一
つ
を
構
成
し
た
の
で
あ
っ
た
。

い
ま
、
斯
か
る
造
幣
所
の
征
服
王
時
代
に
存
在
す
る
ポ
ロ
ウ
と
し
て
「
ド
ゥ
ウ
ム
ズ
司
ナ
イ
ー
ブ
グ
」
に
記
述
せ
ら
れ
あ
る
も
の
を
検
す

(

印

)

る
に
、
僅
か
に
十
七
に
止
ま
る
の
で
あ
る
が
、
此
れ
ら
十
七
の
ボ
ロ
ウ
を
、
さ
き
の
古
銭
学
の
研
究
に
依
っ
て
今
日
明
ら
か
に
さ
れ
て
居



る
、
征
服
王
時
代
造
幣
の
本
質
的
枠
組
を
成
せ
る
所
の
約
六
十
六
の
造
幣
所
の
リ
ス
ト
と
照
合
し
て
、
そ
の
造
幣
人
の
多
寡
に
従
っ
て
列

挙
し
て
み
る
と
、
北
部
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ヨ
ー
ク
シ
ャ
の
州
都
ヨ

l
ク
を
筆
頭
と
し
て
、
以
下
、
東
部
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
リ
ン
カ
ン
シ
ャ

の
州
都
リ
ン
カ
ン
、
お
な
じ
く
ノ

l
プ
ァ
ク
の
セ
ト
フ
寸
ド
ま
た
ノ
リ
ッ
ヂ
、
お
な
じ
く
サ
フ
ァ
グ
の
イ
プ
ス
ウ
ィ
ッ
ナ
同
宮
項
目
nvw
お

な
じ
く
エ
シ
グ
ス
の
コ
ウ
ル
チ
ス
夕
、
南
東
部
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
オ
ク
ス
フ
ォ
ド
シ
ャ
の
州
都
オ
ク
ス
ブ
ォ
ド
、
中
部
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・

グ
ロ
ス
タ
シ
ャ
の
州
都
グ
ロ
ス
夕
、
南
東
部
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
サ
シ
ク
ス
の
ウ
ォ

l
リ
ン
グ
フ
ォ
ド
巧
田
口
E
t。
aw
お
な
じ
く
同
州
の

ル
l
ウ
ィ
ス
ド

2
2♂
南
西
部
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
サ
マ
シ
ト
の
パ

l
ス
閲
兵
Y
中
部
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
レ
ス
タ
シ
ャ
ド
冊
目
口
命
的
件
。
叫
回
目
同
町
。

の
州
都
レ
ス
夕
、
北
部
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ノ
テ
ィ
ン
ガ
ム
シ
ャ

Z
o
E円高官
S
由民

3
の
州
都
ノ
テ
ィ
ン
ガ
ム
、

南
西
部
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

-
ワ
イ
ル
ト
シ
ャ
巧
皆
目

E
S
の
マ

I
ム
ズ
ベ
リ
富
山
同
日
目
。
臼
ぴ
ロ
ミ
・
お
な
じ
く
サ
マ
シ
ト
の
ト

l
ン
タ
ン
叶

E
D
g
p
東
部
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
・
サ
フ
ァ
ク
の
サ
ド
ペ
リ

ω包
ぎ
予
南
東
部
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
サ
シ
グ
ス
の
ペ
ヴ
ェ
ン
ジ

3
2
5
3ー
l
以
上
の
如
き
順
と

な
る
。
而
し
て
、
右
の
ボ
ロ
ウ
の
序
列
の
な
か
で
、
先
ず
ヨ

l
グ
は
、

l
l
l

「
ブ
ク
」
に
拠
れ
ば
、

エ
ド
ワ
ァ
ド
憤
悔
王
時
代
、
こ
の
ボ

ロ
ウ
は
七
つ
の
シ
ャ
イ
ア
(
師
向
マ
ミ
)
に
分
れ
て
居
て
、
そ
の
う
ち
六
つ
は
王
に
属
し
、

一
つ
は
当
市
の
大
司
教
宏
司
与
除
、
な
円
。
」
言
。
に

属
し
、
王
の
シ
ャ
イ
ア
の
一
つ
も
そ
の
三
分
ノ
一
は
大
司
教
に
属
し
て
居
た
。
而
し
て
笠
ハ
処
に
は
一
、
八
七
五
の
》
さ
き
民

S
S
F
Eな
a

目QHhH向
》
ハ
人
の
現
に
住
ん
で
居
る
住
居
)
が
存
し
て
、
当
時
そ
の
総
人
口
は
凡
そ
八
、

0
0
0な
い
し
九
、

0
0
0に
達
し
た
と
推
定
せ
ら
れ

る
@
征
服
王
時
代
に
就
い
て
は
斯
か
る
推
定
を
可
能
な
ら
し
め
る

》S
Q
途切引き時師、
H
D
師、仇芯
m
Q
m《

の
数
字
は
い
ま
「
プ
グ
」
に
於
て
輿
え

ら
れ
て
居
な
い
が
、
恐
ら
く
機
悔
王
時
代
よ
り
は
ヨ

i
ク
の
総
人
口
は
可
成
り
大
幅
に
減
少
し
た
も
の
と
想
像
せ
ら
れ
る
。
市
し
て
「
ブ

グ
」
に
拠
れ
ば
、
征
服
王
時
代
「
そ
こ
に
門
パ
ユ

l
回
出
U
3
C
M

の
司
教
オ
ド

1
0含
と
共
に
も
と
征
服
王
の
違
父
兄
弟
で
王
国
最
大
の

直
接
受
封
者
の
一
人
で
あ
る
〕
モ
ル
タ
ン
宮
O
H
E
E
伯
〔
ロ
ベ
ー
ル

同州各
m
H
同
〕
が
一
四
戸
の
住
居
(
き
h
H
3
5
3
8
)

を
有
し
、
且
つ
食

中
世
都
市
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ハ
ン
ブ
タ
ン
(
一

0
・
完
)

九
五



立
教
経
済
学
研
究
第
三
九
巻
四
号
(
一
九
八
六
年
)

九
六

料
品
市
場

(ShHQN目
立
さ
)
に
於
て
二
軒
の
買
庄

9
3
2る
を
有
し
、
且
つ
聖
ク
ラ
ッ
ク
ス
教
会
を
有
し
て
居
る
」
(
の
0
5
2
含

5
0吋
ケ

円。巴
o
g
σ
φ
H
H
E
M
E
-
-
B山
口
白
山

8
2
2
仏ロ
g
g
D円
S
Z
E
R
O
H
Z
W
2
8
n
n
-
2芯
HHHωgn吉田

2
5日
間
・
)
と
あ
っ
て
、
当
時
北
部

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
此
の
大
い
な
る
都
市
が
市
場
を
有
す
る
と
こ
ろ
の
商
業
上
の
一
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
が
、
其
処
に
は
ま
た
、

「
ニ
ジ
ェ
ル
l

ド
ゥ
i

モ
ネ
ヴ
ィ
ル

Z
W色
合

Z
S
D
o
i
s
〔
な
る
俗
界
貴
族
〕
が
或
る
一
人
の
造
幣
人
(
さ
室
内
営
三
史
的
〉
の
〔
住
む
〕

一
戸
の
住
居
を
有
し
て
居
る
」
(
呂
四
巳
E
印
己

O
B
Sロ
oc--叩
宮
σ
2
-
5
8田山
O
P
O
S
E
]
g
E
B
B
g
a
R
ι
・
〉
と
、
あ
る
の
が
注
目
を

(

叩

)

惹
く
。
と
こ
ろ
が
、
今
日
出
土
ペ
ニ
銀
貨
の
銘
文
研
究
を
通
し
て
古
銭
学
の
わ
れ
わ
れ
に
提
供
す
る
デ
I
タ
で
は
、
此
の
市
は
、
征
服
玉

治
世
の
ほ
ぼ
一

O
七

O
年
迄
に
於
て
は
、
そ
の
造
幣
人
の
数
は
十
二
名
の
多
き
を
算
え
、
是
れ
は
、
ほ
ぼ
一

O
七
五
年
還
の
ロ
ン
ド
ン
の

造
幣
人
の
数
に
ま
さ
に
匹
敵
し
た
の
で
あ
る
。
尤
も
、
ョ

1
グ
の
造
幣
人
は
、
今
日
古
銭
学
の
教
え
る
所
で
は
ほ
ぼ
一

O
七

O
年
(
?
)

(

叫

)

以
後
四
名
に
ま
で
減
少
し
て
居
る
が
、
夫
れ
に
し
て
も
、
右
の
一

O
八
六
年
時
点
の
寸
プ
ク
に
」
d

記
述
せ
ら
れ
た
ヨ

l
ク
の
造
幣
人
の
数

一
名
よ
り
は
多
い
の
で
あ
る
。

次
に
、
リ
ン
カ
ン
は
、
元
来
、

同
じ
州
の
ス
タ
今
ォ
ド

ω
S
B
r
a
u
レ
ス
タ
シ
ャ
の
レ
ス
夕
、
ダ
!
ビ
シ
ャ
の
ダ
l
ピ
、
ノ
テ
ィ

ン
ガ
ム
シ
ャ
の
ノ
テ
ィ
ン
ガ
ム
と
並
ん
で
、
か
の
デ
イ
ン
ロ

l
り
田
口

O
U当
地
方
に
そ
の
初
め
デ
イ
ン
人
に
依
っ
て
創
建
せ
ら
れ
た
所
謂

「
玉
城
市
K
E
4
0
切
。

g
c
m
v
S
の
一
つ
に
属
す
る
が
、
「
プ
グ
」
に
拠
れ
ば
、
横
悔
王
時
代
そ
こ
に
一
二
五

O
人
の
住
め
る
住
居

(
S
S
&・

。3
2
)
が
在
り
、

そ
の
総
人
口
は
恐
ら
く
六
、

O
O
C近
く
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
愚
わ
れ
る
。
併
し
「
征
服
」
後
は
、

ヨ
ー
ク
の
場
合
と
同
様

築
城
の
余
地
を
創
り
出
す
た
め
に
そ
の
住
居
の
一
部
が
取
り
壊
さ
れ
る
な
ど
の
こ
と
が
あ
っ
て
衰
微
し
、

一
O
八
六
年
の
「
調
査
」
の
時
点

で
は
此
の
市
の
人
口
は
約
四
、

0
0
0な
い
し
玉
、

0
0
0に
減
少
し
た
と
想
わ
れ
る
。
市
も
猶
、
征
服
王
時
代
、
此
の
市
の
造
幣
所
(
§
?

若
宮
)
は
、

凡
そ
「
ブ
ク
」
に
当
該
ボ
ロ
ウ
の
造
幣
所
が
一
年
間
に
王
に
納
め
る
貢
租
額
に
就
い
て
の
記
述
の
有
る
と
こ
ろ
の
十
三
の
ボ
ロ



(
間

Aphwv

ウ
の
な
か
で
最
も
多
額
の
、
七
五
ポ
ン
ド
を
納
め
た
の
で
あ
る
(
宮

g丸
山
号
室
昨
日
凶
凶
4
・
ロ
宵
宮
・
)
が
、
そ
の
こ
と
は
、
今
日
古
銭
学
の

研
究
成
果
に
照
し
て
も
裏
付
け
ら
れ
、
比
の
市
の
造
幣
所
に
は
、
征
服
王
の
治
世
の
ほ
ぼ
一

O
七
五
年
迄
に
於
て
は
、
そ
こ
に
、

ロ
ン
ド

ン
・
ヨ

i
ク
に
次
ぐ
と
こ
ろ
の
、
八
名
の
造
幣
人
が
存
し
た
こ
と
が
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
(
尤
も
、

(

凶

)

後
に
於
て
は
、
比
の
リ
ン
カ
ン
市
ま
た
、
そ
の
造
幣
人
の
数
ば
二
名
に
減
少
す
る
の
で
は
あ
る
が
)
。

ほ
ほ
一

O
七
五
年
以

夫
れ
で
は
、

い
ま
或
る
ボ
ロ
ウ
の
造
幣
所
が
玉
に
一
年
間
に

X
額
の
貢
租
を
負
担
す
る
と
は
、
具
体
的
に
は
抑
と
如
何
な
る
こ
と
を
意

味
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
此
の
点
を
明
ら
か
な
ら
し
め
る
も
の
は
、
ウ
ィ
ル
ト
シ
ャ
の
マ

l
ム
ズ
ベ
リ
の
征
服
王
時
代
に
関
す
る
「
プ
ク
」

の
記
述
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
次
の
ご
と
く
あ
る
。
「
夫
れ
の
造
幣
所
の
ゆ
ゑ
に
当
ポ
ロ
ウ
夫
れ
自
身
が
い
ま
一

0
0シ
リ
ン
グ
(
|
五
ポ

(
凹
岳
山
〉

ン
ド
)
を
支
排
ふ
L

(

U

0

5

0
ロ
o
g
g己門
g
q
z
s
σ
ロ円四

5
円由。

-Hag-〉と。
是
れ
に
由
っ
て
之
を
観
れ
ば
、
其
処
に
造
幣
所
の
存
す

る
所
の
都
市
共
同
体
は
、
そ
の
造
幣
所
の
た
め
に
毎
年
玉
に
対
し
て

X
額
の
貢
租
を
収
む
べ
き
義
務
を
有
し
た
の
で
あ
っ
て
、
斯
か
る

X

額
は
皐
寛
当
該
都
市
共
同
体
の
成
員
た
る
都
市
民
全
員
に
依
っ
て
平
等
に
負
担
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
而
し
て
、
当
地
の
修
道
院
よ

此
の
ポ
ロ
ウ
は
、

り
か
の
ベ

l
ダ
以
来
の
歴
史
家
と
言
わ
れ
る
・
マ
]
ム
ズ
ベ
リ
の
ウ
ィ
リ
ア
ム

4
5
-
H
U
S
え
冨
色
5
2ヴ
ロ
ミ
コ
ミ

-HHb〉
の
出
身
し
た

い
ま
当
該
造
幣
所
の
存
在
夫
れ
自
体
が
明
ら
か
に
そ
の
局
地
的
市
場
圏
の
中
心
た
る
こ
と
を
示
唆
し
て
居
る
の
で
あ
る

が
、
今
日
古
銭
学
の
研
究
に
依
っ
て
、
征
服
王
時
代
こ
の
ボ
ロ
ウ
の
造
幣
所
に
存
し
た
と
こ
ろ
の
造
幣
人
の
数
は
、
執
れ
も
「
プ
グ
」
の
征

服
王
時
代
の
記
述
に
そ
の
造
幣
所
の
現
わ
れ
る
サ
マ
シ
ト
の
ト

l
ン
タ
ン
、
サ
フ
ァ
ク
の
サ
ド
ベ
リ
、
サ
シ
ク
ス
の
ペ
ヴ
ェ
ン
ジ
と
同
様

(

附

)

一
名
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。

-』、(
邸

)

(

鴎

)

本
誌
、
第
三
十
四
巻
第
四
号
八
八
i
九
、
九
七
l
八
頁
、
参
照
@

同
上
号
、
八
九
、
九
九
頁
、
参
照
。

中
世
都
市
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ハ
ン
ブ
タ
ン

2
0
・
完
)
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~ω-w
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O
H

・HW
守
口

o
E
σ
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uoロ
刊
一
可
u

色
、
・
町
一
定

-w
日〉・

H
A
肝・

然
ら
ば
、
斯
か
る
ボ
ロ
ウ
を
中
心
と
す
る
と
こ
ろ
の
局
地
的
市
場
圏

CogH
B
R
W
O門
戸
吋
ゆ
る
は
、
い
ま
如
何
に
し
て
生
成
し
来
っ
た

も
の
で
あ
ろ
う
か
、
|
|
此
の
点
に
就
い
て
は
、
わ
れ
わ
れ
は
、
本
篇
第
九
節
そ
の
他
に
於
て
屡
と
随
時
随
処
に
之
を
垣
間
見
て
来
た
所

(

叩

)

で
は
あ
る
が
、
何
よ
り
も
ま
ず
農
村
に
お
け
る
一
般
に
社
会
的
生
産
諸
力
の
発
展
こ
そ
が
そ
の
出
発
点
と
し
て
把
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
即
ち
、
も
と
父
家
長
制
家
族
(
唱
え
門
戸

R
n
v丘
四
回
向

Z
E
B
-
-
S
の
閉
鎖
的
家
内
経
済

(
m
g
n
F
H
2
3
5
Eロ
ヨ
耳
目
岳
民
G
l
l純
粋

の
自
己
生
産

(
3
5
0
担
問
命
名
門
。
ハ
Z
w
t
o
H
M〉
の
解
体
に
伴
い
成
立
を
見
た
る
と
こ
ろ
の
、
村
落
共
同
体
内
分
業
関
係
に
於
て
、
従
来
、

般
的
報
酬
の
原
則

2
S
F
E
Nい
℃
仏

2
開

g
R
O
H
-
S
H
W
E∞0
5山口
Y
W
0
5
に
も
と
づ
き
共
同
体
に
依
っ
て
食
糧
そ
の
他
を
支
給
せ
ら
れ

-
そ
の
生
活
を
保
障
せ
ら
る
る
所
謂
「
村
抱
え

k
u
m
g
E持
↑
l
g
E
Cミ
今
)
と
し
て
存
在
し
来
っ
た
と
こ
ろ
の
荘
園
の
村
落
手
工
業
者

ハロ
O
円
同

}HMHDa話。吋
w
o
G
た
ち
は
、

今
や
彼
等
の
労
働
の
生
産
性
の
上
昇
と
と
も
に
彼
等
に
村
落
に
対
す
る
ノ
ル
マ
と
し
て
義
務
づ
け
ち
れ

た
だ
け
の
手
工
品
の
生
産
以
外
に
時
間
の
余
裕
を
生
ぜ
し
め
、
彼
等
を
し
て
斯
か
る
時
間
を
利
用
し
て
村
落
民
の
個
別
的
u

個
人
的
な
る

需
要
の
た
め
の
生
産
に
従
事
す
る
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
る
に
到
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
現
わ
れ
た
の
が
、
自
ら
は
原
材
料
を
所
有
せ

ず
、
原
材
料
の
生
産
者
た
る
注
文
者
(
H消
費
者
)
か
ら
の
原
材
料
の
提
供
を
倹
っ
て
自
己
所
有
に
係
わ
る
労
働
手
段
"
道
具
を
以
て
手
工

品
の
製
作
に
従
事
し
、
当
該
製
作
に
費
せ
る
労
力
に
対
す
る
特
殊
u

個
別
的
な
報
酬
(
田
芳
江
oロ
σ♂
古
門
出

4
5
5ロ
耳
切

t
m色
。
す
な
わ
ち

中
世
都
市
ウ
ィ
シ
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ハ
ン
ブ
タ
ン
ハ
一

0
・
完
)

九
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一O
O

賃
銀

(
Z
F
D
)
が
専
ら
彼
の
所
得
を
構
成
す
る
と
こ
ろ
の
生
産
者
に
依
る
手
工
業
生
産
|
|
賃
銀
手
工
業

(
Z
E当
2
5、
是
れ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
比
の
手
工
業
独
立
の
第
一
歩
を
劃
す
る
賃
銀
手
工
業
は
、
や
が
て
、
夫
れ
自
体
の
内
在
的
矛
眉
|
|
夫
れ
が
注
文
を
倹

っ
て
初
め
て
そ
の
生
産
の
行
わ
れ
る
た
め
、
消
費
者
側
に
お
け
る
不
意
の
需
要
が
直
ち
に
は
充
足
せ
ら
れ
得
な
い
不
便
、
ま
た
生
産
者
側

に
お
け
る
空
業
の
危
険

i
iに
依
っ
て
、
本
来
の
手
工
業
た
る
債
格
手
工
業

Q
S広
場

2
5
に
推
転
u

移
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
即
ち

今
や
原
材
料
を
購
入
口
所
有
し
得
る
だ
け
の
貨
幣
を
有
す
る
手
工
業
者
が
随
時
之
を
購
入
u

ス
ト
ッ
ク
し
て
、
消
費
者
よ
り
の
註
文
を
倹

た
ず
し
て
製
作
に
従
事
し
、
出
来
上
っ
た
製
品
を
商
品
ハ
巧
号
。
)
と
し
て
、
需
要
に
応
じ
て
一
定
の
債
格
(
旬
。
日
与
を
以
て
販
責
ハ

4
2
E
C
2

甘
口
〉
す
る
に
到
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
此
の
生
産
が
本
質
的
に
手
工
業
た
る
所
以
の
も
の
は
、
そ
の
原
材
料
を
購
入
す
る
た
め
の

貨
幣
が
未
だ
商
業
資
本
ハ
同
ω昆
-o-由
E
1
E
)
と
し
て
商
業
利
潤

(
Z
5
5
2
N
E
F円
pomH)を
生
む
た
め
に
用
い
ら
れ
ず
、

手
工
業
者
は

依
然
と
し
て
「
賃
銀
」
に
依
ヲ
て
衣
食
す
る
所
の
独
立
の
労
働
者
で
あ
る
点
、

1
iー
そ
の
生
産
が
窮
極
に
於
て
広
義
の
顧
客
生
産
(
西
宮
仏

8
・

胃
oa己丘OHH)
の
域
を
出
で
ず
本
来
直
接
的
交
換
宮
町
ow芯円

(

醐

)

小
商
人
で
あ
る
点
、
に
存
し
た
の
で
あ
る
。

〉

g
g
g
n
F〉
を
志
向
し
、
手
工
業
者
は
小
商
品
生
産
者
で
あ
る
と
同
時
に

斯
く
し
て
今
や
全
く
独
立
し
た
小
生
産
者
た
る
と
こ
ろ
の
荘
園
の
手
工
業
者
"
職
人
は
、
安
に
経
済
的
余
裕
を
生
じ
る
と
領
主
か
、
り
身

分
的
自
由
を
購
っ
て
、
旅
職
人
と
し
て
出
稼
ぎ
を
は
じ
め
、
消
費
力
の
集
中
せ
る
他
荘
園
に
行
商
す
る
に
到
っ
た
。
市
し
て
手
工
業
者
と

し
て
の
行
商
人
た
ち
が
斯
か
る
消
費
力
の
集
中
せ
る
中
心
地
点
に
晴
集
し
定
住
す
る
に
到
っ
た
結
果
、
其
処
に
手
工
業
生
産
力
が
集
中
せ

ら
れ
た
が
、
そ
の
こ
と
は
同
時
に
農
業
生
産
物
に
対
す
る
新
な
る
消
費
力
の
集
中
を
意
味
し
た
。
斯
く
て
生
産
力
と
消
費
力
と
が
或
る

程
度
ま
で
大
量
的
に
或
る
特
定
荘
園
に
集
中
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
此
の
両
者
を
直
接
的
に
媒
介
す
る
舞
台
と
し
て
其
処
に
週
市

(当。
o
E
U
1
5回
吋

W
2
二ぎ
ovgBmw昇
。
な
る
局
地
的
市
場
。
。
SHBRWOHhHLowωHHHS円
宮
)
の
成
立
を
見
、
斯
か
る
荘
園
は
弦
に
漸
く



ボ
ロ
ウ
な
る
中
世
都
市
的
相
貌
を
呈
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
斯
か
る
局
地
的
市
場
の
局
地
的
市
場
と
し
て
機
能
す
る
所
の
範
囲
|
|
局
地
的
市
場
閏
の
実
態
は
、
抑
と
如
何
な
る
も
の
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
夫
れ
は
、
ボ
ロ
ウ
の
周
辺
農
村
の
通
常
の
荘
園
の
農
民
が
彼
等
の
余
剰
生
産
物
(
E
O
F
弓
ヨ
含
}
ろ
を
当
該
市
場
に

携
え
来
っ
て
買
却
"
処
分
し
、
ボ
ロ
ウ
に
お
い
て
生
産
せ
ら
れ
た
手
工
業
製
品
を
購
入
、
暗
く
な
ら
な
い
裡
に
帰
宅
し
得
る
迄
の
時
間
の

総
計
に
依
っ
て
理
論
的
に
は
決
定
せ
ら
れ
、
第
十
三
世
紀
プ
ラ
グ
タ
ン
出

g
q
含

∞

5
2
8
(↓
E
g〉
の
観
察
せ
る
所
で
は
、
斯
か
る

「
遠
出
」
(
本
篇
第
四
節
エ
ド
ガ
ァ
王
第
四
法
典
第
八
章
参
照
〉
は
、

(

帥

)

が
、
夫
れ
は
本
来
、
ま
さ
し
く
一
人
の
人
聞
が
徒
歩
に
て
其
処
に
赴
き
ま
た
帰
来
す
る
こ
と
を
得
た
と
こ
ろ
の
全
距
離
に
相
当
し
た
の
で

い
ま
全
行
程
二

0
マ
イ
ル
以
上
に
亘
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
る

あ
る
。
そ
の
際
、
農
民
の
ポ
ロ
ウ
の
市
場
に
鷲
せ
る
所
の
物
資
は
、
ま
ず
第
一
以
広
義
の
余
剰
農
産
物
|
|
穀
物
を
は
じ
め
種
々
な
る
酪

農
製
品
・
果
実
・
野
菜
等
の
食
料
品
ま
た
家
畜
で
あ
り
、
家
畜
は
此
の
時
代
可
成
り
の
長
距
離
を
生
か
し
た
ま
ま
移
送
し
得
た
が
、
夫
れ

と
並
ん
で
い
ま
農
家
の
家
内
仕
事
(
目
白

5
4
2ご
の
余
剰
生
産
物
1
1
1
薪
炭
・
皮
革
・
さ
ま
ざ
ま
な
る
衣
料
品
等
の
あ
っ
た
こ
と
が
ま
た

(

脚

)

注
目
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
既
に
、
「
征
服
」
以
前
に
お
け
る
サ
ウ
ス
ハ
ン
ブ
タ
ン
の
ぎ
O
B
R
岳
民
吋
吾
、
た
る
聖
マ
リ
ア
教
会
民
関
連

(

拙

)

し
て
わ
れ
わ
れ
の
之
を
見
た
る
如
く
、
い
っ
た
い
此
の
時
代
に
於
て
は
、
人
び
と
は
礼
拝
を
な
す
べ
く
集
え
る
際
、
礼
拝
が
終
れ
る
あ
と

猶
貰
買
を
な
す
べ
く
留
ま
る
の
が
常
例
で
あ
っ
た
。
斯
く
て
、
週
市
な
る
定
期
的
市
場
守
耳
目
。
門
出
口

g
R
W
2
)
は
、
人
び
と
が
教
会
に
参

詣
す
る
日
曜
日
に
、
ま
ず
以
て
日
曜
市
と
し
て
、
教
会
前
の
広
場
に
於
て
、
自
然
発
生
的
に
|
|
'
非
合
法
的
に
成
立
し
た
の
が
、
抑
と
そ

ひ
よ
こ

の
濫
携
を
な
し
た
で
あ
ろ
う
。
|
|
其
処
に
、
い
ま
自
家
の
消
費
に
余
っ
た
と
こ
ろ
の
バ
タ
!
・
チ
l
ズ
・
鶏
卵
・
雛
を
詰
め
能
に
入
れ

リ

イ

ヴ

た
農
婦
、
羊
あ
る
い
は
牝
牛
を
責
ら
ん
と
す
る
百
姓
、
彼
の
主
人
の
直
営
耕
地
の
た
め
に
種
穀
を
購
入
せ
ん
と
す
る
荘
役
ら
は
、
恰
好
の

(

即

)

ア

パ

ス

(

悶

)

責
買
の
場
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
斯
か
る
安
息
日
に
お
け
る
交
易
は
、
是
れ
ま
た
既
に
わ
れ
わ
れ
の
之
を
見
た
る
如
く
、
第

中
世
都
市
ウ
ィ
シ
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ハ
ン
ブ
タ
ン
(
一

0
・
完
)

。
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。

十
世
紀
前
葉
の
エ
ゼ
ル
ス
タ
ン
王
こ
の
か
た
第
十
世
紀
末
葉
か
ら
第
十
一
世
紀
初
葉
に
か
け
て
現
わ
れ
た
エ
ゼ
ル
レ
ド
二
世
ら
の
後
期
ア

ン
グ
ロ
ウ
l

サ
ク
ソ
ン
i

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
代
々
の
王
が
屡
々
之
を
法
律
に
依
っ
て
禁
止
せ
ん
と
努
力
し
た
所
で
あ
る
が
、
市
も
斯
か
る

日
曜
日
に
お
け
る
交
易
に
関
す
る
法
的
規
制
は
事
実
上
実
効
な
く
し
て
終
っ
た
の
で
あ
る
。
市
し
て
、
此
の
噴
農
民
た
ち
が
家
畜
の
貰
買

い
ち

に
従
い
蜜
蝋
・
蜂
蜜
・
豚
肉
・
皮
革
・
羊
毛
等
を
彼
等
の
最
寄
り
の
市
で
買
却
す
べ
く
持
ち
出
し
た
所
の
大
陸
に
於
て
も
、
凡
そ
一

O
七

五
年
頃
、
ボ

i
デ
ン
期
切

o
a
8
8
0
の
支
期
中
の
一
島
ラ
イ
ヘ
ナ
ウ
何
色
各
自
き
の
修
道
院
長
は
、
彼
の
所
領
に
お
け
る
村
々
の
一
つ

の
す
べ
て
の
農
奴
令
ま
芯
O
に
対
し
て
、
「
彼
等
自
身
並
び
に
彼
等
の
子
孫
た
ち
が
商
人
た
り
得
る
よ
う
:
:
:
交
易
す
る
と
こ
ろ
の
権
利
」

(
回
一
)

を
譲
奥
し
た
こ
と
が
、
大
陸
史
の
一
研
究
者
に
依
っ
て
報
告
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。

斯
く
て
今
や
第
十
一
世
紀
末
に
至
る
ま
で
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
含
め
て
抗
く
一
般
に
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
農
村
に
於
て
は
、
深
く
貨
幣
流
通

の
審
透
を
見
、
農
民
た
ち
は
当
時
い
よ
い
よ
豊
富
に
且
つ
い
よ
い
よ
規
則
的
に
発
行
せ
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
所
の
貨
幣
の
操
作
に
次
第
に
習

熟
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
彼
等
は
い
ま
や
彼
等
の
余
剰
生
産
物
を
局
地
的
"
定
期
的
市
場
に
於
て
貰
却
す
る
こ
と
に
依
っ
て
貨
幣

を
手
に
入
れ
る
こ
と
な
し
に
は
、
彼
等
の
領
主
に
対
し
て
帯
び
る
副
次
的
な
る
義
務
た
る
・
貨
幣
地
代
給
付
の
義
務
す
ら
是
れ
を
満
足
に

(

悶

)

履
行
し
得
ざ
る
に
立
ち
到
っ
た
の
で
あ
る
。
|
|
斯
く
の
如
き
事
情
の
も
と
に
お
い
て
、
斯
く
の
如
き
局
地
的
"
定
期
的
市
場
の
存
立
が

抑
と
造
幣
所
の
造
幣
活
動
と
不
可
分
の
関
係
に
在
っ
た
こ
と
、
は
更
め
て
言
を
嫌
い
る
を
要
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

(
印
)
本
誌
、
第
三
十
六
巻
第
一
号
九
八

i
一
O
O頁
、
そ
の
他
、
第
一
一
一
十
四
巻
第
四
号
九
O
i九
三
頁
を
も
参
照
@

ハ
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四

織
と
し
て
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
彼
等
は
、
一
般
に
中
世
の
文
書
に
於
て
は
》
遺
骨
同
友
Q
H
ロ
ミ
久
な
る
名
辞
で
現
わ
れ
る
が
、
た
と
え
専
ら
と

は
言
わ
な
い
ま
で
も
概
ね
或
る
程
度
審
修
品
で
あ
っ
た
所
の
物
資
を
取
り
扱
い
、
例
外
的
に
の
み
穀
物
又
は
衣
料
品
の
如
き
必
需
品
の
取

(

悶

)

引
に
従
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
彼
等
の
営
為
に
つ
い
て
注
目
す
べ
き
は
、
い
ま
遠
隔
地
聞
の
債
格
差
を
巧
み
に
利
用
せ
ん
と
す
る

ぜ円
O
E
B
2
2
0
.
が
そ
の
出
発
点
を
構
成
し
て
居
る
点
で
あ
っ
て
、
彼
等
は
、
飽
く
ま
で
所
謂
「
譲
渡
利
潤
」
(
〈
臼
吉
田
回
2
ロ
ロ
岡
田
有
色
。

を
追
求
す
る
者
|
|
「
高
く
責
る
た
め
に
安
く
買
う
」
と
こ
ろ
の
者
、
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

却
説
、
第
十
世
紀
以
降
後
期
ア
ン
グ
ロ
ウ
l

サ
ク
ソ
ン
I

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
経
済
生
活
は
一
面
に
於
て
多
数
の
局
地
的
市
場
を

中
心
に
展
開
せ
ら
れ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
候
件
の
下
に
於
て
当
時
、
後
期
ア
ン
グ
ロ
ウ
l

サ
ク
ソ
ン
時
代
の
諸
王
の
発
布
せ
る
法
典
が
そ

の
主
た
る
関
心
を
寄
せ
た
と
こ
ろ
の
道
路
は
、
ま
さ
し
く
「
夫
れ
に
依
っ
て
人
び
と
が
〔
局
地
的
〕
市
場
に
赴
く
と
こ
ろ
の
、
都
市
か
ら
都

市
へ
、
ボ
ロ
ウ
か
ら
ボ
ロ
ウ
へ
」
(
仏
O
の
山
口
広
三

5
5
包
己
巳

g
Z♂
仏
O
ヴ
ロ
門
岡
山
田
包
ヴ
ロ
吋
問
。
♂
司

2
A
g印

F
O
B
E自
己
包
己
H
H
H

位。

(

町

)

B
O吋
の
え
る
と
通
ず
る
と
こ
ろ
の
道
路
、
是
れ
で
あ
っ
た
。
斯
く
て
「
征
服
」
以
前
よ
り
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
す
べ
て
の
比
較
的
大
い
な
る
道
路

に
は
愛
に
漸
く
「
王
の
平
和
」
(
円
吉
な
想
的
吉
之
内
司
令

H
E
N
勾
喝
な
)
が
行
き
渡
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
比
の
「
王
の
平
和
」
の
普
遍
化
こ

そ
は
、
初
期
中
世
に
あ
っ
て
は
、
輿
論
が
局
地
的
市
場
に
役
立
つ
道
路
に
集
中
す
る
こ
と
か
ら
「
国
土
の
間
々
に
ま
で
拡
が
る
一
つ
の
全

(

悶

)

国
的
な
る
公
道
系
統
」
と
云
う
考
え
に
移
行
す
る
過
程
の
一
つ
の
兆
候
を
表
わ
す
も
の
に
他
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
斯
く
て
、
概
し

て
当
時
「
拡
大
自
己
経
済
」

(2440ロ
0
3
0
国
間
3
4丘
三
田
吾
氏
。
の
段
階
に
在
っ
た
所
の
各
地
の
荘
園
も
、
今
や
斯
か
る
「
王
の
平
和
」
の
普

遍
化
と
共
に
漸
く
現
実
化
し
来
っ
た
所
の
全
国
的
な
公
道
系
統
を
利
し
て
、
そ
の
自
然
的
目
地
理
的
保
件
に
依
っ
て
自
ら
の
手
許
に
於
て

は
生
産
し
得
ざ
る
所
の
物
資

l
i塩
・
鉄
の
如
き
も
の
を
夫
れ
ら
の
生
産
を
専
ら
に
す
る
と
こ
ろ
の
地
域
に
求
め
る
よ
う
に
な
り
、
愛
に

夫
れ
ら
の
物
資
は
、
塩
に
つ
い
て
は
例
え
ば
チ
ェ
シ
ャ
・
ウ
ス
タ
シ
ャ
・
リ
ン
カ
ン
シ
ャ
・
ノ

I
フ
ァ
グ
、
鉄
に
つ
い
て
は
例
え
ば
グ
ロ



ひ

ス
タ
シ
ャ
・
チ
ェ
シ
ャ
・
サ
シ
ク
ス
・
ヨ

l
ク
シ
ャ
の
ご
と
き
地
方
か
ら
、
二
頭
乃
至
四
頭
の
馬
の
挽
く
荷
車
に
依
っ
て
、
或
は
荷
馬
に

依
っ
て
、
又
は
人
の
背
に
依
っ
て
、
夫
れ
ら
を
需
要
す
る
所
の
地
方
へ
運
ば
れ
て
来
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
そ
の
際
、
斯
か
る
物
資
の
生

産
の
特
化
せ
る
中
心
よ
り
す
る
所
の
全
国
的
な
る
流
通
過
程
を
主
導
u

指
揮
し
た
る
者
、
夫
れ
こ
そ
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
、
当
時
の
イ
ン
グ

(
回
一
)

ラ
ン
ド
の
遠
隔
地
問
商
業
に
従
事
せ
る
所
の
大
商
人
た
ち
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

の
み
な
ら
ず
、

一
方
に
於
て
、
ィ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
ま
た
、
そ
の
遠
隔
地
問
商
業
を
通
じ
て
、
「
征
服
」
以
前

1
1
1
少
く
と
も
後
述
す
る

エ
ゼ
ル
レ
ド
二
世
の
法
典
の
発
布
こ
の
か
た
、
大
陸
本
土
の
世
界
と
の
聞
に
不
断
の
交
渉
を
保
ち
続
け
た
の
で
あ
る
。
但
、
そ
の
場
合
、

そ
の
関
係
が
保
た
れ
得
た
所
の
種
々
な
る
ル

1
ト
に
就
い
て
そ
の
相
対
的
な
重
要
性
を
評
慣
す
る
こ
と
は
、
今
日
殆
ど
不
可
能
で
あ
る
。

当
時
、
初
期
中
世
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
最
大
の
商
業
路
の
う
ち
そ
の
二
つ
が
此
処
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
一
点
に
会
し
て
居
た
の
で
あ
る

が
、
イ
タ
リ
ア
か
ら
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
を
経
由
し
て
低
地
地
方
に
至
る
運
輸
と
、
ロ
シ
ア
か
ら
バ
ル
ト
海
を
通
っ
て
そ
の
北
海
へ
の
出
口
に

至
る
運
輸
と
、
そ
の
執
れ
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
商
人
に
と
っ
て
よ
り
大
い
な
る
利
益
を
賓
ら
し
た
か
、
い
ま
の
と
こ
ろ
之
を
決
定
す
る
手
段

(
剛
一
)

を
全
く
快
い
て
居
る
。
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
か
ら
低
地
地
方
へ
、
低
地
地
方
か
ら
海
上
を
通
っ
て
北
ド
イ
ツ
へ
、
更
に
そ
の
彼
方
へ
と
伸
び
る

商
業
の
拡
大
は
、
今
や
豊
富
な
る
考
古
学
的
資
料
に
依
っ
て
実
詮
せ
ら
れ
て
来
て
は
居
る
が
、
然
し
乍
ら
、
ィ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
此
の
商
業

へ
の
参
加
は
、

セ
ト
フ
ォ
ド
・
キ
ヤ
ン
タ
ベ
リ
・
ハ
ム
ウ
ィ
チ
1
l
L
」
の
最
後
の
も
の
に
就
い
て
は
本
誌
第
三
十
六
巻
第
一
号
九
五
|
一

O
五
頁

の
紋
述
参
照
|
|
に
お
け
る
最
近
の
発
掘
の
結
果
漸
く
明
ら
か
と
な
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
此
の
商
業
に
関
係
の
有
る
港
市
並
び
に
貿
易

上
の
拠
点
は
、

ヨ
i
グ
シ
ャ
か
ら
ハ
ン
プ
シ
ャ
ま
で
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
東
部
海
岸
・
南
東
部
海
岸
・
南
部
海
岸
の
広
い
地
域
に
豆
っ
て

散
在
し
て
居
る
が
、
そ
の
場
合
、
大
陸
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
の
聞
に
於
け
る
遠
隔
地
間
商
業
は
、
之
を
二
つ
の
局
面
に
分
っ
て
考
察
す
る

こ
と
が
出
来
よ
う
。
そ
の
一
つ
の
局
面
を
表
わ
す
葡
萄
酒
の
貿
易
は
、
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
中
流
域
か
ら
、
主
と
し
て
ロ
ン
ド
ン
に
向
い
、
同

中
世
都
市
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ハ
ン
ブ
タ
ン
(
一

0
・
完
)

一O
五
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時
に
そ
こ
に
大
陸
産
の
陶
器
を
将
来
し
た
。
此
の
貿
易
は
第
九
世
紀
の
頃
既
に
キ
ヤ
ン
タ
べ
り
に
も
達
し
、
イ
ン
グ
リ
シ
ュ
1

チ
ャ
ヌ
ル

を
通
過
し
て
前
記
ハ
ム
ウ
ィ
チ
l
後
世
の
サ
ウ
ス
ハ
ン
ブ
タ
ン
に
ま
で
及
ん
だ
の
で
あ
る
。
ラ
イ
ン
河
貿
易
は
、
北
海
沿
岸
の
各
地
に
停

る
処
を
知
ら
ず
流
れ
出
て
、
そ
の
結
果
イ
ン
グ
リ
シ
ュ

l

チ
ャ
ヌ
ル
は
忽
ち
に
し
て
此
の
貿
易
の
軌
道
に
組
み
込
ま
れ
て
了
っ
た
。
ロ
ン

ド
ン
と
東
部
海
岸
の
詰
港
市
と
は
主
と
し
て
ラ
イ
シ
ラ
ン
ト
並
び
に
低
地
地
方
と
交
易
し
た
か
に
見
え
る
が
、
南
部
海
岸
の
ハ
ム
ウ
ィ
チ

も
亦
、

ル
ア
ン
や
カ
ン
ト
ヴ
ィ
ク

l
lこ
の
最
後
の
も
の
に
就
い
て
も
本
誌
前
掲
号
九
五
、
一

O
一
頁
参
照
|
|
の
ご
と
き
、
そ
の
地
の
対
岸
な

る
フ
ラ
ン
ス
側
の
よ
り
近
い
処
と
商
品
取
引
を
な
し
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
大
陸
と
の
遠
隔
地
問
商
業
に
は
い
ま

一
つ
の
局
面
が
あ
っ
た
が
、
夫
れ
は
、
夫
れ
ら
の
地
方
が
当
教
商
業
に
於
て
占
め
る
と
こ
ろ
の
地
理
的
に
有
利
な
る
候
件
の
ゆ
え
に
、
イ

イ
ス
ト
I

ア
ン
グ
リ
ア

(
lノ
i
フ
ァ
ク
・
サ
フ
ァ
グ
〉
並
び
に
中
部
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
東
部
地
方
に
新
興
の
貿
易
拠
点
|
|
例
え
ば
前
者
に

(

間

)

お
け
る
セ
ト
フ
ォ
ド
の
ご
と
き
1
1
1
が
創
出
せ
ら
れ
た
事
実
に
依
っ
て
、
明
ら
か
に
い
ま
立
誼
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

か
の
デ
イ
ン
人
の
第
二
次
侵
入
期
、
九
七
一

l
一
O
一
八
年
の
聞
に
こ
の
国
に
君
臨
し
た
エ
ゼ
ル
レ
ド
二
世
の
第
四
法
典
〈
九
九
一
!

一
O
O二
)
は
、
そ
の
第
二
章
に
於
て
、
当
時
ロ
ン
ド
ン
に
入
港
し
た
内
外
の
船
舶
、

商
人
、
商
品
に
課
せ
ら
れ
た
所
の
・
諸
種
の
広
義

に
於
け
る
市
場
税
ミ

S
S還
を
、
日
細
に
亘
っ
て
カ
ズ
イ
ス
テ
ィ
ッ
シ
ュ
に
規
定
し
て
居
る
が
、

あ
ぶ
ら

織
物
Q
Q
S
S〉
、
魚
類

(V.E句
)
、
羊
毛
QSNQ)
、
溶
か
し
た
指
(
塁
内
S
S
)、
生
き
た
ま
ま
の
豚
Q
bミ
S
〉
、
鼠
い
ろ
或
い
は
茶
い
ろ
の

す

布
片

(E338)、
胡
椴
な
志
向
可
)
、
皮
手
袋

(
R
3
N
R白
)
、
馬
の
背
に
載
せ
て
運
ば
れ
る
小
挿
入
り
の
酢
(
Q
町
内
言
。
、
牝
鶏
(
宮
内
尽
き
)
、
鶏
卵

其
処
に
は
、

板
材
h
N
命
誌
記
ー
さ
)
、
毛

(
む
き
さ
)
、
チ

l
ズ
(
宮
崎
両
ま
)
、
バ
タ

i
(宮
芯
、
ど
ま
)
等
の
諸
物
資
が
順
次
現
わ
れ
る
。
而
し
て
、
其
処
に
は
又
、
葡
萄
酒
(
又
さ
さ
)
或
い

は
脂
肪
の
多
い
魚
類
(
円
高
名
弘
之
旬
)
を
携
え
来
っ
た
ル
ア
ン
の
人
々
(
吉
選
刊
誌
S
n目白河口目。さ
Q
h
q
)

す
な
わ
ち
、
ル
ア
ン
出
身
の
商
人
た
ち
、

又
、
彼
等
の
商
品
を
〔
市
場
に
U
陳
列
す
る
所
の
、
ブ
ラ
ン
ド
ゥ
ル
人
(
見

S
号
室
師
向
。
、
ポ
ン
シ
ュ
ウ

H
M
O
E
E
2
人
ハ

N
U
S
E
S認臼)、



ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
(
」
く

sshH満
足
白
)
並
び
に
イ
ル
l

ド
ゥ
1

フ
ラ
ン
ス
(
』
133SH)円
両
地
方
出
身
の
人
々
〕

(
l
l以
上
す
べ
て
商
人
)
、

文、

〔
ロ
ン
ド
ン
を
〕
素
通
り
し
つ
つ
あ
る
、
〔
い
ず
れ
も
今
日
の
ベ
ル
ジ
グ
の
都
市
で
あ
る
所
の
〕
ユ
イ
同
ロ
ス
同
高
官
)
ゆ
リ
エ

i
ジ
ュ
ロ
品
開
。

(
P
R
gさ
)
・
ニ
ヴ
ェ
ル

Z
Z
S円
四
回
ハ
包
せ
丸
山
ぬ
)
〔
三
市
出
身
の
人
々
-
|
|
i
彼
等
ま
た
商
品
陳
列
料
金
(
b
h
叫
富
良
る
な
ら
び
に
市
場
税
を
納
め

て
居
る
か
ら
す
べ
て
商
人
た
ち
〕
、

そ
の
他
、

(

悶

)

の
商
人
た
ち
が
語
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
先
ず
第
一
に
、

皇
帝
の
臣
下
た
ち
宮
口
言
語
的

S
Y
E
R
6
3
6す
な
わ
ち
神
聖
ロ
!
?
皇
帝
治
下
の
ド
イ
ツ

ブ
ラ
ン
ド
ゥ
ル
商
人
の
存
在
が
わ
れ
わ
れ
に
依
っ
て
注
目
せ
ら

れ
る
が
、
彼
等
が
い
ま
ロ
ン
ド
ン
の
市
場
に
陳
列
(
遺
書
伺
刊
さ
〉
し
、
そ
の
た
め
に
市
場
税
を
支
蹄
〈

2
h
aミ
る
っ
た
所
の
商
品
の
、

く
代
表
的
な
る
も
の
は
ブ
ラ
ン
ド
ゥ
ル
産
の
毛
織
物
で
あ
っ
た
よ
思
わ
れ
、
代
り
に
彼
等
が
ロ
ン
ド
ン
に
お
い
て
買
い
入
れ
た
所
の
荷
日
間

お
そ
ら

は
、
か
の
エ
ル
フ
リ
ク

hH片山口(↓
ENO〉
〔
エ
イ
ン
シ
ャ
ム
忠
、

S
E
E
-
O民
青
山
田
・
の
修
道
院
長
〕
の
手
に
成
る
・
学
童
向
の
対
話
体
の

(
明
白
同
)

ラ
テ
ン
語
教
本
》
む
志
向
忠
弘
尽
き
《
に
登
場
す
る
》
国
内
向
ミ
ミ
ミ
《
の
一
一
一
一
一
口
葉
に
い
ま
具
体
的
に
挙
げ
ら
れ
て
居
る
が
如
き
、
夙
に
遠
隔
地
問
商

業
に
従
事
せ
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
商
人
が
数
々
の
危
険
宏
冒
し
て
大
陸
本
土
に
進
出
し
て
之
を
故
国
に
将
来
し
た
る
所
の
種
々
様
々
な
る
奪

(

刷

)

修
品
、
そ
の
他
皮
革
・
諸
金
属
等
で
あ
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
第
ニ
に
、
そ
こ
に
ル
ア
ン
の
商
人
が
現
わ
れ
て
居
る
の
が
ま
た
強
く
わ

れ
わ
れ
の
註
意
を
惹
く
。
即
ち
、
右
の
法
典
第
二
章
の
第
五
僚
に
は
、
彼
等
ル
ア
ン
の
商
人
が
、
葡
萄
酒
或
い
は
脂
肪
の
多
い
魚
類

l
鯨

・
海
豚
の
如
き
も
の
を
此
の
港
に
運
ん
で
来
た
所
の
大
い
な
る
船
一
隻
に
就
き
ハ
な
さ

ahss又
〉
六
シ
リ
ン
グ
の
料
金
(
ミ
町
民
宮
、
設
問
的
)

を
、
そ
し
て
〔
融
・
海
既
の
場
合
に
は
〕
当
該
魚
類
の
二
十
分
ノ
一
の
切
身
(
又
内
公
民
¥
さ
的
宮
送
)
を
、
納
め
た
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
居
る
の

(

碗

)

で
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
が
既
に
本
篇
に
お
い
て
幾
た
び
か
之
を
見
た
る
ご
と
く
、
「
ノ
ル
マ
ン
征
服
」
の
後
に
於
て
は
、
ロ
ン
ド
ン
に
代
っ

き
だ

て
、
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
に
都
を
実
め
た
征
服
王
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
公
ギ
ヨ
!
ム
と
し
て
の
大
陸
に
お
け
る
拠
点
た
る
と
こ
ろ
の

此
の
ル
ア
ン
に
海
路
ロ
ン
ド
ン
よ
り
も
程
近
き
サ
ウ
ス
ハ
ン
ブ
タ
ン
、

1
1
l比
の
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
の
ま
さ
し
く
外
港
に
あ
た
る
も
の
が
、

中
世
都
市
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ハ
ン
プ
タ
ン
〔
一

0
・
完
)

一O
七
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)
Philip 
Grierson，‘

C
o
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m
e
r
c
e
 in 
the D
a
r
k
 A
g
e
s
:
 A
 Critique 

of 
Evidence'

，
 Trans. 
of 
the 
Roy. 
Hist. 
Soc.，
 Fifth 

Series ，
 Vo1. 
9
(1
959)，
 p. 
125. 

(
邑
)
終
十

11
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資
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1960)
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 1，
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h
e
 R
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t
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Revie
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 ed. 
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(Oxford，
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 p. 
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 p. 220; 
Marjorie Chibnall

，
 An
g
l
o
-
N
o
r
m
a
n
 E
n
g
l
a
n
d，
 10
6
6
-
1
1
6
6
 (Oxford，
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149 f.; 
D
a
r
b
y，
 Do
m
e
s
d
a
y
 E
n
g
l
a
n
d，
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 pp. 
18-36. 

(is) 
Cf. 
Philip 
Grierson
，‘
T
h
e
 Relations b

e
t
w
e
e
n
 England a

n
d
 Flanders before the N

o
r
m
a
n
 Conquest'

，
 Trans. 
of the 

Roy. 
Hist. 
Soc.
，
 Fourth Series，

 Vo1. 
23
(1
941)，
 p. 
105; 
C
a
r
u
s
司Wilson
，‘
T
o
w
n
s
a
n
d
 Trade'
，
 pp. 
220 f. 

(宮〕
徒
指
'
総
川
十
同
和
総
11
恥
1
・p
く
i瓜，

~111+1
く
や
総

1
oJt>
l
 1111' 
1
1
同
-
1
(
1
m
(
'
総
1
1
1
+
<
動
総
11
恥
1111¥
11¥-困，
11111
1
(
-
く
'

11 
g[ 11
1
m
(
'
や
担
!
主
総
盟
主
。




